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子どもたちの学びを広げる
　　　　　　「GIGAスクール構想」

特集

広報広報

今月の表紙は市内の中学校でタブレット型パソコンを使った授業の様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

今月の納税
●納期限　６月30日 （水）

納期限内に納めましょう
市県民税（１期） 2021 年（令和３年）６月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,208 人　○世帯数　40,698 世帯
○男　43,802 人　　○女　45,406 人

伊賀市の人口・世帯数
令和３年４月 30日現在

広報いがをスマホでチェック

６月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

　旧阿山町商工会では、平成 11年２
月から「青空あやま市」を４年８ヶ月
にわたって開催し、地域の物産を販売
しました。その後、阿山物産振興協同
組合を設立し、「道の駅あやま」の指
定管理を受け、平成15年12月にオー
プンしました。 「道の駅あやま」には、
情報コーナー・軽食コーナー・農産品

販売コーナー・特産品コーナーなどが
あり、特産品加工室も備えています。
　また、直売コーナーでは、伊賀の特
産品農産品、弁当などの販売を行って
います。

◉伊賀市応急診療所（一次救急）
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※点滴・レントゲン検査・血液検査はできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
健康相談ダイヤル24

☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
　岡波

３
　名張

４
　上野

５
　名張

６
岡／名

７
　岡波

８
　上野

９
　岡波

10
　名張

11
　上野

12
　上野

13
　岡波

14
　岡波

15　
　名張

16
　岡波

17
　名張

18
　上野

19
　名張

20
岡／名

21
　岡波

22
　上野

23
　岡波

24
　名張

25
　上野

26
　上野

27
　岡波

28
　岡波

29
　上野

30
　岡波

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。

I G AMONO
セレクション No.14

阿山物産振興協同組合
道の駅あやま

代表理事　宮本　光雄さん

　「大判焼 ひしみちゃん」は、伊賀産「菱の実」の粉末と伊賀産鶏
卵を生地に入れ、ひしみちゃんの焼き印を押した、「道の駅あやま」
の名物商品です。通年販売の小倉あん、クリームあんの他に季節感
を出すために四季折々に応じた工夫をしています。 大判焼 ひしみちゃん

【問い合わせ】　商工労働課　☎22-9669　℻  22-9695

＊小児科以外の診療科
です。



ICT を活用した学習

　情報通信技術、いわゆる I
アイシーティー
C T（I

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン
nformation a

アンド
nd C

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
ommunication T

テ ク ノ ロ ジ ー
echnology）は、インターネット

での買い物、スマートフォンで家族や友人に写真やメッセージを送るなど、私たちの暮らしの中でも、身近な
ものになりました。
　市内の小中学校では、４月から１人１台タブレット型パソコンを導入し、これまでの教育に最先端の ICT
を取り入れて、子どもたちの学習活動の充実を図っています。

◆GIGA スクール構想
　１人１台の端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、多様な子どもたちを誰一人取り残す
ことなく、個々の資質や能力が一層育成できる教育の ICT環境を実現すること。
　G

グ ロ ー バ ル
lobal a

アンド
nd I

イ ノ ベ ー シ ョ ン
nnovation G

ゲ ー ト ウ ェ イ
ateway f

フォー
or A

オール
ll の略。

子どもたちの学びを広げる
「Ｇ

ギ ガ

ＩＧＡスクール構想」

インターネットなどを使い、さまざまな情報を収集・
整理・分析することができます。

さまざまなソフトを利用し、文章を作成したり、写
真・音声・動画などを使った資料や作品を作ること
ができます。

大学・海外・専門家とつないだり、入院中の子ども
と教室をつないで学習することができます。

実際に情報や情報技術を使う場面（収集・発信など）
が増えることで、情報モラルを意識する機会を増や
すことできます。

調べ学習

表現・制作

遠隔教育

情報モラル教育

　
初
め
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
を
授
業
で
使
う
日
、
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
見
守
っ
て
い
る
と
、

各
教
室
の
保
管
庫
か
ら
自
分
の
席

ま
で
大
切
に
抱
え
て
運
ぶ
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
、
小
学
生
も
中
学
生
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
、
先
生
か
ら
の
課
題
に
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
っ
た

り
、
見
つ
け
た
も
の
や
ノ
ー
ト
な
ど
を
写
真
に
撮
っ
て
発
表
し

た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
調
べ
学
習
に
使
っ
た
り
と
、
と

て
も
楽
し
そ
う
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く
子
ど
も
た

ち
に
は
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
考
え
、
判
断
し
て
行
動
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
と
な
っ
て
、
明
日
に
、
そ
し
て

そ
の
先
の
人
生
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
各
学
校
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を

学
習
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
し
、
学
び
を
広
げ

た
り
深
め
た
り
し
て
、
学
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
教
科
書

や
ノ
ー
ト
、
資
料
集
な
ど
を
使
用
し
た
上
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

パ
ソ
コ
ン
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
場
面
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
時
間
使
用
な
ど
は
健
康
面
の
心
配
も
あ
り
ま
す
の

で
、
一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
学
校
だ
よ
り
な
ど
を
通
じ
て
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
、
各
学
校
の
教
育
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後

も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く
学
び
ま
す

伊賀市教育長
谷口　修一

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
で
の
新
し
い
学
び

先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

動
画
で
撮
影

先
生
か
ら
送
ら
れ
た

種
の
写
真
を
観
察

一
人
ひ
と
り
の
考
え
を

み
ん
な
で
共
有

「校長先生はどんな仕事をしていますか？」

黒板とモニターを使って授業をします

先生からの課題が画面に表示されています

インタビューの前に撮影の練習

小さい種も拡大するとよく見えるね

丁寧に手書き入力ができるかな

【
問
い
合
わ
せ
】　
学
校
教
育
課

　
☎
22
・
９
６
４
９　
℻  
22
・
９
６
６
７

　

gakkou@
city.iga.lg.jp

成和西
小

１年

上野東
小

３年

緑ケ丘
中

１年

22021.6
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【
問
い
合
わ
せ
】

　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
伊
賀
市
実
行
委
員
会
（
国
体
推
進
課
内
）

　
☎
43
・
９
１
０
０　
℻  
43
・
９
１
０
２

　

kokutai@
city.iga.lg.jp

国
体
に
参
加
し
よ
う

vol.21

　
今
回
は
「
三
重
と
こ
わ
か
国
体
」
卓

球
競
技
に
出
場
が
期
待
さ
れ
て
い
る
、

㈱
エ
ク
セ
デ
ィ
女
子
卓
球
部
の
出
雲
美

空
選
手
、
浅
井
一
恵
選
手
、
伊
藤
英
治

監
督
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
卓
球
を
始
め

ま
し
た
か
。

（
浅
井
）　
親
が
卓
球
を
し
て
い
て
、
一

緒
に
や
り
は
じ
め
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。

Ｑ
．卓
球
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
出
雲
）　

卓
球
は
技
術
だ
け
で
は
な

く
、
頭
を
使
っ
て
勝
負
が
で
き
る

の
で
、
年
齢
に
関
係
な
く
勝
て

る
こ
と
で
す
。

Ｑ
．「
三
重
と
こ
わ
か
国
体
」
へ
の
思

い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
出
雲
）　

国
体
は
、
団
体
戦
な
の
で

チ
ー
ム
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

優
勝
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。

Ｑ
．
市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
浅
井
）　

全
力
で
プ
レ
ー
す
る
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
．
最
後
に
伊
藤
監
督
か
ら
ひ
と
言
お

願
い
し
ま
す
。

（
伊
藤
）　
三
重
県
卓
球
協
会
も
応
援
し

て
く
れ
て
、
８
年
前
か
ら
三
重
と

こ
わ
か
国
体
に
向
け
て
強
化
し
て

き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
期
待
に
応
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
伊
賀
市
国
体
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
。
昨
年
９
月
か
ら
今
年
の
１
月
に

か
け
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
を
募
集
し
、

応
募
35
作
品
中
か
ら
選
ば
れ
た
原
画
を
も

と
に
作
成
し
ま
し
た
。

　
伊
賀
市
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
忍
者
や

伊
賀
上
野
城
が
描
か
れ
、
国
体
の
楽
し
さ

も
伝
わ
っ
て
く
る
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

　
今
後
は
市
内
各
所
に
掲
示
し
、
国
体
開

催
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

伊
賀
市
国
体
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
完
成

　
「
伊
賀
流
手
裏
剣
打
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、

忍
術
の
代
名
詞
で
あ
る
手
裏
剣
打
ち
を
ス

ポ
ー
ツ
化
し
た
、
誰
も
が
楽
し
め
る
競
技

で
す
。

　
手
裏
剣
が
的
中
し
た
時
の
迫
力
や
、
爽

快
感
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
る
、
絶
好
の
機

会
で
す
。
会
場
に
は
無
料
ド
リ
ン
ク
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
で
選

手
を
応
援
し
、
三
重
と
こ
わ
か
国
体
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

【
と　
き
】　
６
月
20
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜

　
※
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止

【
と
こ
ろ
】　
上
野
公
園
特
設
会
場

　
（
伊
賀
上
野
城
本
丸
広
場
）

【
内　
容
】

○
競
技
の
部
：
忍
者
衣
装
を
着
た
選
手
が

金
属
製
の
手
裏
剣
を
的
を
狙
っ
て
打
ち

ま
す
。
的
に
刺
さ
っ
た
位
置
に
よ
る
得

点
と
、
作
法
や
個
性
、
風
格
な
ど
の
評

価
点
を
加
え
た
得
点
で
順
位
が
決
ま

り
ま
す
。

○
ゴ
ム
手
裏
剣
の
部
：
ゴ
ム
製
の
手
裏
剣

を
的
に
向
か
っ
て
打
ち
ま
す
。
得
点
は

競
い
ま
せ
ん
。

デ
モ
ス
ポ
「
伊
賀
流
手
裏
剣
打
ス
ポ
ー
ツ
」
開
催

�

イ
ン
タ
ビ
�

競
技
者

㈱エクセディ女子卓球部
出雲美空選手（左）
浅井一恵選手（中）
伊藤英治監督（右）

※ポスター掲示やのぼり旗設置
に協力いただける場合はご連
絡ください。

新型コロナウイルス感染症に
関するお知らせ

新型コロナウイルス感染症情報

　新型コロナワクチンは、発症を予防し、重症者や死
亡者の発生をできる限り減らすことを目的としています。
※接種は強制ではありません。
　ワクチン接種の副反応として、接種部位の腫れ、痛
み、発熱、頭痛、下痢、だるさ、筋肉痛などが報告さ
れています。まれに、アナフィラキシー（急性アレル
ギー反応）の発生が報告されています。この場合は、
接種会場や医療機関ですぐに治療を行います。健康被
害が生じた場合は、予防接種法に基づく救済を受ける
ことができます。
※治療中の病気がある人は、かかりつけ医などにワク
チンを受けてよいかどうかご相談ください。
※ワクチン接種後もこれまで通り感染予防が必要です。

ワクチン接種を受けるには予約が必要です。
　ワクチン接種に関する最新情報は、市ホーム
ページをご確認ください。

◆広報５月号同時配布のチラシに掲載した「アクアク
リニック伊賀」の予約受付時間について訂正があり
ます。訂正後のチラシは市ホームページに掲載して
います。
　【訂正前】　木 ９：00～ 12：00
　　　　　　※かかりつけの人優先
　【訂正後】　診療時間内　※かかりつけの人優先

【問い合わせ】
　伊賀市新型コロナワクチン専用コールセンター
　☎  0120-849-064
　受付時間　月曜日から土曜日、
　　　　　　午前８時 30分～午後５時
※通話による問い合わせが困難な人はファックスで
お受けします。

　　℻  22-9694（ワクチン接種推進課）
◆外国語での問い合わせ
　○ポルトガル語　☎ 0120-257-863
　○スペイン語　☎ 0120-257-864
　受付時間　月・水・土曜日
　　　　　　午前８時 30分～午後５時

高齢者向けワクチン接種が
始まっています◆当日の持ち物

○クーポン券（接種券）
○予診票
○本人確認書類（運転免許証または健康保険証、マイ
ナンバーカードなど）
※肩の近くに注射しますので、半袖など肩の出しやす
い服装で受けてください。
※接種後は体調確認のため、15～ 30 分程度お待ち
いただきます。
※2回目の予診票は、1回目の接種後にお渡しします。
※接種を受けた際に発行される予防接種済証は大切に
保管してください。

※５月10日現在

◆集団接種の日程や予約手続きなどは調整中です。
◆ 65歳未満の人のワクチン接種開始時期は、接種状
況やワクチン供給などを踏まえて決定します。
◆今後のワクチン接種のスケジュールなどは、決まり
次第、広報紙や市ホームページ、伊賀市 L

ラ イ ン
INE 公式

アカウントでお知らせします。
○伊賀市ホームページ
　「新型コロナワクチン接種について」

○伊賀市 LINE 公式アカウント　検索 ID
　「@igacity」

ワクチン接種を受ける人へ

ワクチン接種情報

コロナ差別に関する人権相談窓口
一人で悩まないで大丈夫。
一緒に考えましょう。

【問い合わせ】
○津地方法務局伊賀支局　☎ 0570-003-110
○人権政策課　☎ 22-9683　℻  22-9684
　　　　　　　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp
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三
重
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国
体
推
進
課
内
）

　
☎
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・
９
１
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・
９
１
０
２
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city.iga.lg.jp

国
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に
参
加
し
よ
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vol.21
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」
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る
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デ
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部
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手
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井
一
恵
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手
、
伊
藤
英
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監
督
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イ
ン
タ
ビ
ュ
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し
ま
し
た
。

Ｑ
．
ど
ん
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き
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か
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卓
球
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始
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ま
し
た
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。

（
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親
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卓
球
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て
い
て
、
一

緒
に
や
り
は
じ
め
た
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が
き
っ
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で
す
。

Ｑ
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球
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勝
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る
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で
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。

Ｑ
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三
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と
こ
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教
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。
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．
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、
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よ
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い
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。

Ｑ
．
最
後
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し
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。

（
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く
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。
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と
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。
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。
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９
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の
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、
ポ
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の
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、
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今
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の
代
名
詞
で
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を
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、
誰
も
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で
す
。

　
手
裏
剣
が
的
中
し
た
時
の
迫
力
や
、
爽

快
感
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
る
、
絶
好
の
機

会
で
す
。
会
場
に
は
無
料
ド
リ
ン
ク
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ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
で
選

手
を
応
援
し
、
三
重
と
こ
わ
か
国
体
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

【
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６
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20
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午
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９
時
30
分
〜

　
※
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止

【
と
こ
ろ
】　
上
野
公
園
特
設
会
場

　
（
伊
賀
上
野
城
本
丸
広
場
）

【
内　
容
】

○
競
技
の
部
：
忍
者
衣
装
を
着
た
選
手
が

金
属
製
の
手
裏
剣
を
的
を
狙
っ
て
打
ち

ま
す
。
的
に
刺
さ
っ
た
位
置
に
よ
る
得

点
と
、
作
法
や
個
性
、
風
格
な
ど
の
評

価
点
を
加
え
た
得
点
で
順
位
が
決
ま

り
ま
す
。

○
ゴ
ム
手
裏
剣
の
部
：
ゴ
ム
製
の
手
裏
剣

を
的
に
向
か
っ
て
打
ち
ま
す
。
得
点
は

競
い
ま
せ
ん
。

デ
モ
ス
ポ
「
伊
賀
流
手
裏
剣
打
ス
ポ
ー
ツ
」
開
催

�

イ
ン
タ
ビ
�

競
技
者

㈱エクセディ女子卓球部
出雲美空選手（左）
浅井一恵選手（中）
伊藤英治監督（右）

※ポスター掲示やのぼり旗設置
に協力いただける場合はご連
絡ください。

新型コロナウイルス感染症に
関するお知らせ

新型コロナウイルス感染症情報

　新型コロナワクチンは、発症を予防し、重症者や死
亡者の発生をできる限り減らすことを目的としています。
※接種は強制ではありません。
　ワクチン接種の副反応として、接種部位の腫れ、痛
み、発熱、頭痛、下痢、だるさ、筋肉痛などが報告さ
れています。まれに、アナフィラキシー（急性アレル
ギー反応）の発生が報告されています。この場合は、
接種会場や医療機関ですぐに治療を行います。健康被
害が生じた場合は、予防接種法に基づく救済を受ける
ことができます。
※治療中の病気がある人は、かかりつけ医などにワク
チンを受けてよいかどうかご相談ください。

※ワクチン接種後もこれまで通り感染予防が必要です。

ワクチン接種を受けるには予約が必要です。
　ワクチン接種に関する最新情報は、市ホーム
ページをご確認ください。

◆広報５月号同時配布のチラシに掲載した「アクアク
リニック伊賀」の予約受付時間について訂正があり
ます。訂正後のチラシは市ホームページに掲載して
います。

　【訂正前】　木 ９：00～ 12：00
　　　　　　※かかりつけの人優先
　【訂正後】　診療時間内　※かかりつけの人優先

【問い合わせ】
　伊賀市新型コロナワクチン専用コールセンター
　☎  0120-849-064
　受付時間　月曜日から土曜日、
　　　　　　午前８時 30分～午後５時
※通話による問い合わせが困難な人はファックスで
お受けします。

　　℻  22-9694（ワクチン接種推進課）
◆外国語での問い合わせ
　○ポルトガル語　☎ 0120-257-863
　○スペイン語　☎ 0120-257-864
　受付時間　月・水・土曜日
　　　　　　午前８時 30分～午後５時

高齢者向けワクチン接種が
始まっています◆当日の持ち物

○クーポン券（接種券）
○予診票
○本人確認書類（運転免許証または健康保険証、マイ
ナンバーカードなど）

※肩の近くに注射しますので、半袖など肩の出しやす
い服装で受けてください。

※接種後は体調確認のため、15～ 30 分程度お待ち
いただきます。

※2回目の予診票は、1回目の接種後にお渡しします。
※接種を受けた際に発行される予防接種済証は大切に
保管してください。

※５月10日現在

◆集団接種の日程や予約手続きなどは調整中です。
◆ 65歳未満の人のワクチン接種開始時期は、接種状
況やワクチン供給などを踏まえて決定します。

◆今後のワクチン接種のスケジュールなどは、決まり
次第、広報紙や市ホームページ、伊賀市 L

ラ イ ン
INE 公式

アカウントでお知らせします。
○伊賀市ホームページ
　「新型コロナワクチン接種について」

○伊賀市 LINE 公式アカウント　検索 ID
　「@igacity」

ワクチン接種を受ける人へ

ワクチン接種情報

コロナ差別に関する人権相談窓口
一人で悩まないで大丈夫。
一緒に考えましょう。

【問い合わせ】
○津地方法務局伊賀支局　☎ 0570-003-110
○人権政策課　☎ 22-9683　℻  22-9684
　　　　　　　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp
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感染予防のため、次の点についてご理解、ご協力をお願いします。
○検（健）診会場では、必ずマスクを着用してください。
○検（健）診日当日、体調に不安（微熱が続く、風邪症状など）のある人は、受診は控えてください。

がん検（健）診などのお知らせ

　６月９日㈬から順次受付を開始します。検診日により申込開始日が異なりますので、下記の申込開始日をご確認
の上、お電話ください。検診に関する書類を事前に送ります。

申込開始日 検診日時 検診場所 胃
がん

大腸
がん

前立腺
がん

子宮
がん

乳がん
マンモグラフィ

６月９日㈬

７月４日㈰ 9:00 ～ 11:30 いがまち
保健福祉センター ● ● ● ●

７月 10日㈯ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ●

７月 11日㈰ 9:00 ～ 11:30 青山保健センター ● ● ● ●

６月 16日㈬
７月 17日㈯ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ●

７月 25日㈰ 9:00 ～ 11:30 阿山
保健福祉センター ● ● ● ●

６月 21日㈪

８月 22日㈰ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ●

８月 24日㈫ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ●

９月１日㈬ 9:00 ～ 11:30 いがまち
保健福祉センター ● ● ● ●

６月 23日㈬
９月 25日㈯ 9:00 ～ 11:30 大山田

福祉センター ● ● ● ● ●

９月 26日㈰ 9:00 ～ 11:30 島ヶ原支所 ● ● ● ● ●

申込開始日 検診日時 検診場所 胃
がん

大腸
がん

前立腺
がん

子宮
がん

乳がん 若年者
健診

国保
特定マンモグラフィ

７月１日㈭

９月 15日㈬ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ● ●

９月 18日㈯ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ● ●

10 月 11日㈪ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ● ●

集団がん検診（前期分）

新型コロナウイルス感染状況により、検（健）診を中止することがあります。

◆受診するためには必ず予約が必要です。
　予約電話　☎ 22-9653　平日の午前８時 30分～午後５時 15分
★予約時に次の項目をお聞きします。①検診希望日　②希望検診名　③住所　④氏名　⑤生年月日　⑥電話番号
※受付開始日の朝は電話が集中してかかりにくくなることが予想されますが、しばらくしてからおかけなおし
ください。※定員になり次第締め切ります。 ※後期分は広報いが９月号に掲載予定です。
　聴覚障がいなどで電話での申し込みが困難な人は、来庁、ファックス（℻  22-9666）などでも受け付けます。

がん検診+若年者健診・国民健康保険特定健診実施日（がん検診のみの申込可）

※「自己負担金　75歳以上」に該当する人は、昭和 22年４月１日以前に生まれた人です。
※次の人は自己負担金が表と異なり、（　）内の料金になります。該当する人は予約時にお伝えいただき、検診日
に受付で証明になるものを提示してください。

　○ 65歳以上で障がいがあり、後期高齢者医療被保険者証をお持ちの人（75歳以上の自己負担金と同額）
　○生活保護受給証明書をお持ちの人（無料）

※検診日当日に伊賀市に住民登録のある人が対象です。 ※同じ年度内に同じ種類の検診は受けられません。
※現在気になる症状がある人は、検診日を待たずに医療機関を受診してください。
※検診の安全性を確保し、精度を管理するため、問診票・検診結果（精密検査含む）は市が管理します。同意の上、
受診してください。

《対象者・自己負担金》

検診名 対象者
自己負担金

74歳以下 75歳以上

胃がん 20 歳以上の人（平成 14年４月１日以前生まれ） 1,800 円 800円

大腸がん 20 歳以上の人（平成 14年４月１日以前生まれ） 800 円 500 円

前立腺がん 50 歳以上の人（昭和 47年４月１日以前生まれの人） 800 円 500 円

子宮がん
20 歳以上の女性（平成 14年４月１日以前生まれ） 1,400 円 500 円

20歳（平成 12年４月２日～平成 13年４月１日生まれ）の人は無料

乳がん

マンモグラフィ 30 歳以上の女性（平成４年４月１日以前生まれ） 1,600 円 800円

超音波（エコー）
• 30歳以上 40歳未満（昭和 57年４月２日～平成４年
４月１日生まれ）
• 40歳以上で妊娠中・授乳中・断乳後１年未満の女性

1,600 円

40歳（昭和 55年４月２日～昭和 56年４月１日生まれ）の人は無料

若年者健診 20 歳以上40 歳未満の人
（昭和 57年４月１日～平成14 年４月１日生まれ） 3,400 円

　医療機関でも各種がん検診が受けられます。実施医療機関は８ページでご確認ください。

項　　目
胃がん

大腸がん 前立腺がん
子宮がん 乳がん

胃部Ｘ線 子宮頸
けい
部 子宮
頸
けい
部体部 マンモグラフィ

対 象 者
40 歳以上の人

（昭和 57年４月１日
以前生まれの人）

40歳以上の人
（昭和 57年４月１日
以前生まれの人） 

50 歳以上の男性
（昭和 47年４月１日
以前生まれの人）

20歳以上の女性
（平成14 年４月１日
以前生まれの人）
※体部は医師が必要
と認めた人

40歳以上の女性
（昭和 57年４月１日
以前生まれの人）

74 歳
以下 3,800 円 1,200 円 1,000 円 1,600 円 2,400 円 2,500 円

75 歳
以上 2,000 円 800円 600円 700円 1,200 円 1,200 円

※生活保護受給証明書持参の人は無料

期　　間 ７月１日㈭～令和４年２月 28日㈪　※診療時間内

自
己
負
担
金

 医療機関で受けるがん検診（個別がん検診）
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感染予防のため、次の点についてご理解、ご協力をお願いします。
○検（健）診会場では、必ずマスクを着用してください。
○検（健）診日当日、体調に不安（微熱が続く、風邪症状など）のある人は、受診は控えてください。

がん検（健）診などのお知らせ

　６月９日㈬から順次受付を開始します。検診日により申込開始日が異なりますので、下記の申込開始日をご確認
の上、お電話ください。検診に関する書類を事前に送ります。

申込開始日 検診日時 検診場所 胃
がん

大腸
がん

前立腺
がん

子宮
がん

乳がん
マンモグラフィ

６月９日㈬

７月４日㈰ 9:00 ～ 11:30 いがまち
保健福祉センター ● ● ● ●

７月 10日㈯ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ●

７月 11日㈰ 9:00 ～ 11:30 青山保健センター ● ● ● ●

６月 16日㈬
７月 17日㈯ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ●

７月 25日㈰ 9:00 ～ 11:30 阿山
保健福祉センター ● ● ● ●

６月 21日㈪

８月 22日㈰ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ●

８月 24日㈫ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ●

９月１日㈬ 9:00 ～ 11:30 いがまち
保健福祉センター ● ● ● ●

６月 23日㈬
９月 25日㈯ 9:00 ～ 11:30 大山田

福祉センター ● ● ● ● ●

９月 26日㈰ 9:00 ～ 11:30 島ヶ原支所 ● ● ● ● ●

申込開始日 検診日時 検診場所 胃
がん

大腸
がん

前立腺
がん

子宮
がん

乳がん 若年者
健診

国保
特定マンモグラフィ

７月１日㈭

９月 15日㈬ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ● ●

９月 18日㈯ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ● ●

10 月 11日㈪ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ● ●

集団がん検診（前期分）

新型コロナウイルス感染状況により、検（健）診を中止することがあります。

◆受診するためには必ず予約が必要です。
　予約電話　☎ 22-9653　平日の午前８時 30分～午後５時 15分
★予約時に次の項目をお聞きします。①検診希望日　②希望検診名　③住所　④氏名　⑤生年月日　⑥電話番号
※受付開始日の朝は電話が集中してかかりにくくなることが予想されますが、しばらくしてからおかけなおし
ください。※定員になり次第締め切ります。 ※後期分は広報いが９月号に掲載予定です。

　聴覚障がいなどで電話での申し込みが困難な人は、来庁、ファックス（℻  22-9666）などでも受け付けます。

がん検診+若年者健診・国民健康保険特定健診実施日（がん検診のみの申込可）

※「自己負担金　75歳以上」に該当する人は、昭和 22年４月１日以前に生まれた人です。
※次の人は自己負担金が表と異なり、（　）内の料金になります。該当する人は予約時にお伝えいただき、検診日
に受付で証明になるものを提示してください。
　○ 65歳以上で障がいがあり、後期高齢者医療被保険者証をお持ちの人（75歳以上の自己負担金と同額）
　○生活保護受給証明書をお持ちの人（無料）

※検診日当日に伊賀市に住民登録のある人が対象です。 ※同じ年度内に同じ種類の検診は受けられません。
※現在気になる症状がある人は、検診日を待たずに医療機関を受診してください。
※検診の安全性を確保し、精度を管理するため、問診票・検診結果（精密検査含む）は市が管理します。同意の上、
受診してください。

《対象者・自己負担金》

検診名 対象者
自己負担金

74歳以下 75歳以上

胃がん 20 歳以上の人（平成 14年４月１日以前生まれ） 1,800 円 800円

大腸がん 20 歳以上の人（平成 14年４月１日以前生まれ） 800 円 500 円

前立腺がん 50 歳以上の人（昭和 47年４月１日以前生まれの人） 800 円 500 円

子宮がん
20 歳以上の女性（平成 14年４月１日以前生まれ） 1,400 円 500 円

20歳（平成 12年４月２日～平成 13年４月１日生まれ）の人は無料

乳がん

マンモグラフィ 30 歳以上の女性（平成４年４月１日以前生まれ） 1,600 円 800円

超音波（エコー）
• 30歳以上 40歳未満（昭和 57年４月２日～平成４年
４月１日生まれ）
• 40歳以上で妊娠中・授乳中・断乳後１年未満の女性

1,600 円

40歳（昭和 55年４月２日～昭和 56年４月１日生まれ）の人は無料

若年者健診 20 歳以上40 歳未満の人
（昭和 57年４月１日～平成14 年４月１日生まれ） 3,400 円

　医療機関でも各種がん検診が受けられます。実施医療機関は８ページでご確認ください。

項　　目
胃がん

大腸がん 前立腺がん
子宮がん 乳がん

胃部Ｘ線 子宮頸
けい
部 子宮
頸
けい
部体部 マンモグラフィ

対 象 者
40 歳以上の人

（昭和 57年４月１日
以前生まれの人）

40歳以上の人
（昭和 57年４月１日
以前生まれの人） 

50 歳以上の男性
（昭和 47年４月１日
以前生まれの人）

20歳以上の女性
（平成14 年４月１日
以前生まれの人）
※体部は医師が必要
と認めた人

40歳以上の女性
（昭和 57年４月１日
以前生まれの人）

74 歳
以下 3,800 円 1,200 円 1,000 円 1,600 円 2,400 円 2,500 円

75 歳
以上 2,000 円 800円 600円 700円 1,200 円 1,200 円

※生活保護受給証明書持参の人は無料

期　　間 ７月１日㈭～令和４年２月 28日㈪　※診療時間内

自
己
負
担
金
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【問い合わせ】
○がん検診・若年者健診について
　健康推進課　☎ 22-9653　℻   22-9666
　　　　　　　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp
○特定健康診査について
　保険年金課　☎ 22-9659　℻   26-0151
　　　　　　　 hoken@city.iga.lg.jp
○後期高齢者健康診査について
　三重県後期高齢者医療広域連合　☎ 059-221-6884

　国民健康保険制度と後期高齢者医療制度に加入している人は、健診を受けてください。
　対象者には６月下旬から順次、受診券・質問票などを送ります。自己負担金はありません。
　希望の場合、がん検診も同時に受診できます。日程や申込方法など、詳しくは６ページをご覧ください。
※伊賀市国民健康保険以外に加入している人はそれぞれの健康保険組合へお問い合わせください。
※指定医療機関以外で健診・ドックを受けた人や、勤務先で健診を受けた人は、健診結果と質問票の提出にご協
力をお願いします。

国民健康保険特定健康診査 後期高齢者健康診査

対象者

40～74 歳（昭和 21 年９月１日～昭和 57
年３月 31日生まれ）の伊賀市国民健康保険
加入者
※９月１日以降に 75歳になる人（後期高齢
者医療制度に加入する人）は、誕生日の前
日までに、国民健康保険特定健康診査を受
けてください。

75歳以上の後期高齢者医療制度加入者で８
月 31日までに被保険者となる人
※ 65歳以上で一定の障がいがあり認定を受
けている人を含みます。
※５～８月に 75歳になる人には、８月下旬
以降に順次受診券を送付します。

健診内容

問診・身体計測（身長・体重・腹囲測定）・血圧測定・尿検査・血液検査（脂質・腎機能・肝機能・
糖代謝・尿酸代謝）・貧血検査（赤血球数・血色素量・ヘマトクリット値）・心電図検査
※後期高齢者健康診査では、腹囲測定はありません。

医師が必要と認めた場合に検査できる項目：眼底検査

実施期間 ７月１日㈭～ 11月 30日㈫（休診日を除く）

実施場所

市内指定医療機関または県内受託医療機関
※９月 15日・18日、10月 11日・17日・
30 日・31 日、11 月５日・17 日に集団
健診を予定しています。詳しくは受診券に
同封のチラシをご覧ください。

県内受託医療機関

特 定 健 康 診 査

※対象者には６月上旬に無料受診券を送ります。
※検診は予約が必要です。（集団・個別のいずれでも受診できます。）

子宮頸
けい
がん検診（女性のみ） 乳がん検診（女性のみ）

対象者 令和３年４月１日時点で 20歳の人
（平成12年４月２日～平成13 年４月１日生まれ）

令和３年４月１日時点で 40歳の人
（昭和 55 年４月２日～昭和 56 年４月１日生まれ）

検診内容 問診・子宮頸
けい
部の細胞診・内診 問診・マンモグラフィ撮影・自己触診の指導

「無料受診券」を使ってがん検診を受けましょう！
医療機関名 電話番号 胃 大腸 前立腺 子宮 乳

あきやま腎泌尿器科 ☎ 44-6516 ○
アクアクリニック伊賀 ☎ 21-6500 ○ ○ ○
浅野整形外科内科 ☎ 36-2550 ○ ○
あずまクリニック ☎ 26-0333 ○ ○
あずま診療所 ☎ 46-9977 ○ ○
阿波診療所 ☎ 48-0004 ○ ○
伊賀市立上野総合市民病院
（伊賀市健診センター） ☎ 24-1186 ○ ○ ○ ○ ○

伊藤医院 ☎ 24-4700 ○ ○
馬岡医院 ☎ 21-3005 ○ ○
大西医院 ☎ 21-0219 ○ ○ ○
おおのクリニック ☎ 22-1220 　 ○ ○
岡波総合病院
（岡波健康管理センター） ☎ 24-2555 ○ ○ ○ ○ ○

亀田クリニック ☎ 26-0666 ○ ○
河合診療所 ☎ 43-1511 ○ ○
川原田内科 ☎ 52-0500 ○ ○
紀平医院 ☎ 45-5470 ○ ○
黒田クリニック ☎ 52-2099 ○ ○
佐々木内科 ☎ 21-3100 ○ ○
佐那具医院 ☎ 23-3330 ○ ○ ○
嶋地医院 ☎ 37-0114 ○ ○
しみずハートクリニック ☎ 21-4528 ○ ○
城医院 ☎ 52-0017  ○ ○
滝井医院 ☎ 23-1111 ○ ○ ○
竹沢医院 ☎ 59-2019 ○ ○
竹沢内科歯科医院 ☎ 23-5553 ○ ○
竹代クリニック ☎ 22-2300 ○ ○ ○
中産婦人科　緑ヶ丘クリニック ☎ 21-5678 ○ ○
梨ノ木診療所 ☎ 26-5533 ○ ○
ひらい小児科クリニック ☎ 21-3101 ○
広瀬医院 ☎ 21-1383  ○ ○
松本胃腸内科 ☎ 26-3750 ○ ○
まちしクリニック ☎ 45-7788 ○ ○ ○
宮本医院 ☎ 21-4719 ○ ○
森田クリニック ☎ 22-2233 ○ ○
森川病院 ☎ 21-2425 ○ ○
ゆめが丘クリニック ☎ 26-0100 ○ ○ ○
吉村クリニック ☎ 22-2121 ○ ○ ○

個別がん検診　実施医療機関
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【問い合わせ】
○がん検診・若年者健診について
　健康推進課　☎ 22-9653　℻   22-9666
　　　　　　　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp
○特定健康診査について
　保険年金課　☎ 22-9659　℻   26-0151
　　　　　　　 hoken@city.iga.lg.jp
○後期高齢者健康診査について
　三重県後期高齢者医療広域連合　☎ 059-221-6884

　国民健康保険制度と後期高齢者医療制度に加入している人は、健診を受けてください。
　対象者には６月下旬から順次、受診券・質問票などを送ります。自己負担金はありません。
　希望の場合、がん検診も同時に受診できます。日程や申込方法など、詳しくは６ページをご覧ください。
※伊賀市国民健康保険以外に加入している人はそれぞれの健康保険組合へお問い合わせください。
※指定医療機関以外で健診・ドックを受けた人や、勤務先で健診を受けた人は、健診結果と質問票の提出にご協
力をお願いします。

国民健康保険特定健康診査 後期高齢者健康診査

対象者

40～74 歳（昭和 21 年９月１日～昭和 57
年３月 31日生まれ）の伊賀市国民健康保険
加入者
※９月１日以降に 75歳になる人（後期高齢
者医療制度に加入する人）は、誕生日の前
日までに、国民健康保険特定健康診査を受
けてください。

75歳以上の後期高齢者医療制度加入者で８
月 31日までに被保険者となる人
※ 65歳以上で一定の障がいがあり認定を受
けている人を含みます。
※５～８月に 75歳になる人には、８月下旬
以降に順次受診券を送付します。

健診内容

問診・身体計測（身長・体重・腹囲測定）・血圧測定・尿検査・血液検査（脂質・腎機能・肝機能・
糖代謝・尿酸代謝）・貧血検査（赤血球数・血色素量・ヘマトクリット値）・心電図検査
※後期高齢者健康診査では、腹囲測定はありません。

医師が必要と認めた場合に検査できる項目：眼底検査

実施期間 ７月１日㈭～ 11月 30日㈫（休診日を除く）

実施場所

市内指定医療機関または県内受託医療機関
※９月 15日・18日、10月 11日・17日・
30 日・31 日、11 月５日・17 日に集団
健診を予定しています。詳しくは受診券に
同封のチラシをご覧ください。

県内受託医療機関

特 定 健 康 診 査

※対象者には６月上旬に無料受診券を送ります。
※検診は予約が必要です。（集団・個別のいずれでも受診できます。）

子宮頸
けい
がん検診（女性のみ） 乳がん検診（女性のみ）

対象者 令和３年４月１日時点で 20歳の人
（平成12年４月２日～平成13 年４月１日生まれ）

令和３年４月１日時点で 40歳の人
（昭和 55 年４月２日～昭和 56 年４月１日生まれ）

検診内容 問診・子宮頸
けい
部の細胞診・内診 問診・マンモグラフィ撮影・自己触診の指導

「無料受診券」を使ってがん検診を受けましょう！
医療機関名 電話番号 胃 大腸 前立腺 子宮 乳

あきやま腎泌尿器科 ☎ 44-6516 ○
アクアクリニック伊賀 ☎ 21-6500 ○ ○ ○
浅野整形外科内科 ☎ 36-2550 ○ ○
あずまクリニック ☎ 26-0333 ○ ○
あずま診療所 ☎ 46-9977 ○ ○
阿波診療所 ☎ 48-0004 ○ ○
伊賀市立上野総合市民病院
（伊賀市健診センター） ☎ 24-1186 ○ ○ ○ ○ ○

伊藤医院 ☎ 24-4700 ○ ○
馬岡医院 ☎ 21-3005 ○ ○
大西医院 ☎ 21-0219 ○ ○ ○
おおのクリニック ☎ 22-1220 　 ○ ○
岡波総合病院
（岡波健康管理センター） ☎ 24-2555 ○ ○ ○ ○ ○

亀田クリニック ☎ 26-0666 ○ ○
河合診療所 ☎ 43-1511 ○ ○
川原田内科 ☎ 52-0500 ○ ○
紀平医院 ☎ 45-5470 ○ ○
黒田クリニック ☎ 52-2099 ○ ○
佐々木内科 ☎ 21-3100 ○ ○
佐那具医院 ☎ 23-3330 ○ ○ ○
嶋地医院 ☎ 37-0114 ○ ○
しみずハートクリニック ☎ 21-4528 ○ ○
城医院 ☎ 52-0017  ○ ○
滝井医院 ☎ 23-1111 ○ ○ ○
竹沢医院 ☎ 59-2019 ○ ○
竹沢内科歯科医院 ☎ 23-5553 ○ ○
竹代クリニック ☎ 22-2300 ○ ○ ○
中産婦人科　緑ヶ丘クリニック ☎ 21-5678 ○ ○
梨ノ木診療所 ☎ 26-5533 ○ ○
ひらい小児科クリニック ☎ 21-3101 ○
広瀬医院 ☎ 21-1383  ○ ○
松本胃腸内科 ☎ 26-3750 ○ ○
まちしクリニック ☎ 45-7788 ○ ○ ○
宮本医院 ☎ 21-4719 ○ ○
森田クリニック ☎ 22-2233 ○ ○
森川病院 ☎ 21-2425 ○ ○
ゆめが丘クリニック ☎ 26-0100 ○ ○ ○
吉村クリニック ☎ 22-2121 ○ ○ ○

個別がん検診　実施医療機関
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困
り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か 

生
活
に
お
困
り
の
方
の
相
談
窓
口

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
生
活
に

困
り
ご
と
や
不
安
が
あ
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
市
で
は
「
生
活
に
お
困
り
の
方
の

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
１
年
間
で
１
，４
６
０
件
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

　
収
入
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
経
済

的
な
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、「
ひ
き
こ
も
り
」

や
社
会
的
孤
立
な
ど
、
幅
広
い
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

○
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
収
入
が
減
っ
て
し

ま
い
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
。

○
家
賃
が
支
払
え
ず
、
今
の
家
や
ア
パ
ー

ト
に
住
み
続
け
ら
れ
る
か
不
安
が
あ
る
。

○
公
共
料
金
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
。

○
借
金
の
返
済
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

支
払
い
で
困
っ
て
い
る
。

○
支
出
が
多
く
、
家
計
の
や
り
く
り
が
う

ま
く
い
か
な
い
。

○
仕
事
を
し
て
い
な
い
期
間
が
長
く
な

り
、
働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
。

○
仕
事
探
し
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

○
家
族
や
身
近
な
人
に
ひ
き
こ
も
り
状
態

の
人
が
い
る
。

○
育
児
や
家
族
の
介
護
の
負
担
が
重
い
。

○
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
。

な
ど

　
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
相
談
で
き
ま
す
。）

　
専
門
の
相
談
員
が
相
談
者
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
一
緒
に
考
え
、
ほ
か
の
専
門
機

関
と
連
携
し
て
、
解
決
に
向
け
た
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
、
個
人
情
報
は

厳
守
し
ま
す
。
家
族
の
人
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ひきこもりに関する相談窓口
ひきこもりサポート n

ネ ス ト

est
（伊賀市社会福祉協議会）

☎ 090-3483-2584　℻  21-8123
nest@hanzou.or.jp

フリースペース（居場所）の開設は
毎週水曜日

（祝日、年末年始等除く）13：30 ～15：30
※新型コロナウイルス感染防止対策として開
設時間を短縮しています。 いがまち保健

福祉センター

青山保健センター

本庁舎 ２階
伊賀市総合
福祉会館

地域包括支援センター　東部サテライト
☎ 45-1016
℻ 45-1055

くらしサポートセンター　おあいこ
☎ 22-0084
℻ 21-8123

　　oaico@hanzou.or.jp

地域包括支援センター　南部サテライト
☎ 52-2715
℻ 52-2281

生活支援課
☎ 22-9650
℻ 22-9661

相談窓口はこちら

【
問
い
合
わ
せ
】　
生
活
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
５
０　
℻  
22
・
９
６
６
１

　
　
　
　
　
　
　

shien@
city.iga.lg.jp

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

こ
ん
な
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

トピックス

ひきこもりサポート nest　フリースペース（居場所）

伊
賀
鉄
道
障
が
い
者
運
賃
割
引
制
度
拡
充

【
問
い
合
わ
せ
】　
○
交
通
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
６
３　
℻  
22
・
９
６
９
４　

koutsuu@
city.iga.lg.jp

○
伊
賀
鉄
道
㈱　
☎
21
・
０
８
６
３

　
伊
賀
鉄
道
で
は
、
障
が
い
が
あ
る
人
の

社
会
参
加
の
機
会
を
増
や
す
た
め
に
、
４

月
１
日
か
ら
障
が
い
者
運
賃
割
引
制
度
を

拡
充
し
ま
し
た
。

■割引の内容

対　象 乗車券種類 利用形態 割引になる人 割引率

身体障害者手帳
第１種

療育手帳
第１種（A）

精神障害者保健福祉手帳
１級

普通乗車券
回数乗車券

単独利用 本人
50%

介護者と利用 本人、介護者

定期乗車券

単独利用 対象外 ―

介護者と利用
本人、介護者

泫介護者に対しては通勤
定期乗車券を発売

50%

身体障害者手帳
第２種

療育手帳
第２種（B）

精神障害者保健福祉手帳
２級・３級

普通乗車券
回数乗車券

単独利用
本人 50%

介護者と利用

定期乗車券

単独利用 対象外 ―

介護者と利用
介護者のみ

泫本人が小児（12才未満）
の場合に限り発売

50%

※小学生の小児定期乗車券は割引されません。
※割引となる介護者は、障がい者１人につき１人（障がい者が車椅子を使用している
ときは２人）です。
※発売窓口または乗車時に障害者手帳を提示してください。

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
22
・
９
７
０
５　
℻  
22
・
９
６
７
３　

iryoufukushi@
city.iga.lg.jp

応
急
診
療
所
の
ご
案
内

　
応
急
診
療
所
は
、
休
日
、
夜
間
の
急
病

時
に
対
応
す
る
た
め
の
診
療
所
と
し
て
、

関
係
者
、
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
応
急
処
置
を
行
う
と
こ

ろ
で
す
の
で
、
何
日
も
前
か
ら
同
じ
症
状

が
出
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
か
か
り
つ
け

医
療
機
関
で
、
診
療
時
間
内
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

【
所
在
地
】　
上
野
桑
町
１
６
１
５

　
☎
22
・
９
９
９
０

【
診
療
科
目
】　
一
般
診
療
・
小
児
科

【
診
療
時
間
】

【
受
診
時
の
持
ち
物
】

○
健
康
保
険
証
（
75
歳
以
上
の
人
は
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
）

※
保
険
証
が
な
い
場
合
は
、
診
療
代
金
が

全
額
自
費
と
な
り
ま
す
。

○
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
（
70
〜
74
歳

の
人
の
み
）

○
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
お
持
ち
の
人

の
み
）

○
お
薬
手
帳

○
診
療
代
金

※
休
日
・
夜
間
の
た
め
割
り
増
し
加
算
さ

れ
ま
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
薬
の
調
剤
は
院
外
処
方
で
す
。
処
方
は

原
則
１
日
分
で
す
。
た
だ
し
、
連
休
・

年
末
年
始
は
除
き
ま
す
。

○
応
急
対
応
の
診
療
所
の
た
め
、
点
滴
や

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
耳
鼻
科
・
歯
科
な
ど
は
救
急
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
９・
２
２
９・
１
１
９
９
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
救
急
車
利
用
の
場
合
の
帰
り
の
手
段
は

各
自
で
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。

※受付は、診療終了時刻の 30分前までです。
※発熱やかぜ症状のある人は、事前に電話してください。
※マスクを着用してください。
※新型コロナウイルス感染症対策のため駐車場に受付
を設置しています。

月 火 水 木 金 土 日 祝・休日

9:00 ～ 12:00 ● ●
14:00 ～ 17:00 ● ●
20:00 ～ 23:00 ● ● ● ● ● ● ● ●
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困
り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か 

生
活
に
お
困
り
の
方
の
相
談
窓
口

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
生
活
に

困
り
ご
と
や
不
安
が
あ
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
市
で
は
「
生
活
に
お
困
り
の
方
の

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
１
年
間
で
１
，４
６
０
件
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

　
収
入
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
経
済

的
な
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、「
ひ
き
こ
も
り
」

や
社
会
的
孤
立
な
ど
、
幅
広
い
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

○
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
収
入
が
減
っ
て
し

ま
い
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
。

○
家
賃
が
支
払
え
ず
、
今
の
家
や
ア
パ
ー

ト
に
住
み
続
け
ら
れ
る
か
不
安
が
あ
る
。

○
公
共
料
金
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
。

○
借
金
の
返
済
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

支
払
い
で
困
っ
て
い
る
。

○
支
出
が
多
く
、
家
計
の
や
り
く
り
が
う

ま
く
い
か
な
い
。

○
仕
事
を
し
て
い
な
い
期
間
が
長
く
な

り
、
働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
。

○
仕
事
探
し
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

○
家
族
や
身
近
な
人
に
ひ
き
こ
も
り
状
態

の
人
が
い
る
。

○
育
児
や
家
族
の
介
護
の
負
担
が
重
い
。

○
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
。

な
ど

　
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
相
談
で
き
ま
す
。）

　
専
門
の
相
談
員
が
相
談
者
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
一
緒
に
考
え
、
ほ
か
の
専
門
機

関
と
連
携
し
て
、
解
決
に
向
け
た
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
、
個
人
情
報
は

厳
守
し
ま
す
。
家
族
の
人
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ひきこもりに関する相談窓口
ひきこもりサポート n

ネ ス ト

est
（伊賀市社会福祉協議会）

☎ 090-3483-2584　℻  21-8123
nest@hanzou.or.jp

フリースペース（居場所）の開設は
毎週水曜日

（祝日、年末年始等除く）13：30 ～15：30
※新型コロナウイルス感染防止対策として開
設時間を短縮しています。 いがまち保健

福祉センター

青山保健センター

本庁舎 ２階
伊賀市総合
福祉会館

地域包括支援センター　東部サテライト
☎ 45-1016
℻ 45-1055

くらしサポートセンター　おあいこ
☎ 22-0084
℻ 21-8123

　　oaico@hanzou.or.jp

地域包括支援センター　南部サテライト
☎ 52-2715
℻ 52-2281

生活支援課
☎ 22-9650
℻ 22-9661

相談窓口はこちら

【
問
い
合
わ
せ
】　
生
活
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
５
０　
℻  
22
・
９
６
６
１

　
　
　
　
　
　
　

shien@
city.iga.lg.jp

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

こ
ん
な
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

トピックス

ひきこもりサポート nest　フリースペース（居場所）

伊
賀
鉄
道
障
が
い
者
運
賃
割
引
制
度
拡
充

【
問
い
合
わ
せ
】　
○
交
通
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
６
３　
℻  
22
・
９
６
９
４　

koutsuu@
city.iga.lg.jp

○
伊
賀
鉄
道
㈱　
☎
21
・
０
８
６
３

　
伊
賀
鉄
道
で
は
、
障
が
い
が
あ
る
人
の

社
会
参
加
の
機
会
を
増
や
す
た
め
に
、
４

月
１
日
か
ら
障
が
い
者
運
賃
割
引
制
度
を

拡
充
し
ま
し
た
。

■割引の内容

対　象 乗車券種類 利用形態 割引になる人 割引率

身体障害者手帳
第１種

療育手帳
第１種（A）

精神障害者保健福祉手帳
１級

普通乗車券
回数乗車券

単独利用 本人
50%

介護者と利用 本人、介護者

定期乗車券

単独利用 対象外 ―

介護者と利用
本人、介護者

泫介護者に対しては通勤
定期乗車券を発売

50%

身体障害者手帳
第２種

療育手帳
第２種（B）

精神障害者保健福祉手帳
２級・３級

普通乗車券
回数乗車券

単独利用
本人 50%

介護者と利用

定期乗車券

単独利用 対象外 ―

介護者と利用
介護者のみ

泫本人が小児（12才未満）
の場合に限り発売

50%

※小学生の小児定期乗車券は割引されません。
※割引となる介護者は、障がい者１人につき１人（障がい者が車椅子を使用している
ときは２人）です。

※発売窓口または乗車時に障害者手帳を提示してください。

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
22
・
９
７
０
５　
℻  
22
・
９
６
７
３　

iryoufukushi@
city.iga.lg.jp

応
急
診
療
所
の
ご
案
内

　
応
急
診
療
所
は
、
休
日
、
夜
間
の
急
病

時
に
対
応
す
る
た
め
の
診
療
所
と
し
て
、

関
係
者
、
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
応
急
処
置
を
行
う
と
こ

ろ
で
す
の
で
、
何
日
も
前
か
ら
同
じ
症
状

が
出
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
か
か
り
つ
け

医
療
機
関
で
、
診
療
時
間
内
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

【
所
在
地
】　
上
野
桑
町
１
６
１
５

　
☎
22
・
９
９
９
０

【
診
療
科
目
】　
一
般
診
療
・
小
児
科

【
診
療
時
間
】

【
受
診
時
の
持
ち
物
】

○
健
康
保
険
証
（
75
歳
以
上
の
人
は
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
）

※
保
険
証
が
な
い
場
合
は
、
診
療
代
金
が

全
額
自
費
と
な
り
ま
す
。

○
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
（
70
〜
74
歳

の
人
の
み
）

○
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
お
持
ち
の
人

の
み
）

○
お
薬
手
帳

○
診
療
代
金

※
休
日
・
夜
間
の
た
め
割
り
増
し
加
算
さ

れ
ま
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
薬
の
調
剤
は
院
外
処
方
で
す
。
処
方
は

原
則
１
日
分
で
す
。
た
だ
し
、
連
休
・

年
末
年
始
は
除
き
ま
す
。

○
応
急
対
応
の
診
療
所
の
た
め
、
点
滴
や

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
耳
鼻
科
・
歯
科
な
ど
は
救
急
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
９・
２
２
９・
１
１
９
９
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
救
急
車
利
用
の
場
合
の
帰
り
の
手
段
は

各
自
で
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。

※受付は、診療終了時刻の 30分前までです。
※発熱やかぜ症状のある人は、事前に電話してください。
※マスクを着用してください。
※新型コロナウイルス感染症対策のため駐車場に受付
を設置しています。

月 火 水 木 金 土 日 祝・休日

9:00 ～ 12:00 ● ●
14:00 ～ 17:00 ● ●
20:00 ～ 23:00 ● ● ● ● ● ● ● ●
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【
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

民
法
改
正
後
の
成
人
式
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
１
日
に
民
法
の
定
め
る

成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
市
で
は
下
記
の
と
お
り
成
人

式
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
い
が

３
月
号
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
令
和
６
年
以
降
に
行
う
成
人
式
は
、

毎
年
５
月
４
日
午
後
１
時
か
ら
開
催
し

ま
す
。

令
和
４
年
成
人
式
実
行
委
員
募
集

　
令
和
４
年
１
月
９
日
㈰
午
後
１
時
か
ら

行
う
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
も
で
き
ま
す
。

一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
自
分
た
ち
で
作

り
ま
せ
ん
か
。

　
実
行
委
員
は
各
中
学
校
区
で
月
１
回
程

度
の
会
議
を
行
い
、
成
人
式
の
企
画
、
準

備
、
成
人
式
前
日
・
当
日
の
運
営
協
力
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
ご
家
族
な
ど
で
成
人
を
迎
え
る
人
が
い

れ
ば
、
ぜ
ひ
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
令
和
４
年
に
成
人
式
を
迎
え
る
人
（
平

成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
）
で
、
崇
広
中
学
校
区
、
緑

ケ
丘
中
学
校
区
、
上
野
南
中
学
校
区
、
城

東
中
学
校
区
、
柘
植
・
霊
峰
中
学
校
区
、

阿
山
中
学
校
区
、
島
ヶ
原
中
学
校
区
、
大

山
田
中
学
校
区
、
青
山
中
学
校
区
の
９
カ

所
の
う
ち
、
卒
業
し
た
学
校
区
も
し
く
は

現
住
所
地
の
学
校
区
の
実
行
委
員
会
に
参

加
で
き
る
人

【
活
動
期
間
】

　
８
月
頃
〜
成
人
式
当
日

【
定　
員
】　
各
校
区
３
〜
５
人

【
申
込
方
法
】

　
希
望
の
中
学
校
区
・
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
申
込
先
ま
で
。

【
申
込
期
限
】　
６
月
30
日
㈬

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

トピックス

トピックス

対象年齢 と　き ところ

20 歳（平成 14年４月２日～
平成 15年４月１日生まれの人）

令和５年１月８日㈰
午後１時～（受付：午後 0時 30分）

各中学校区で
実施

19歳（平成 15年４月２日～
平成 16年４月１日生まれの人）

令和５年３月 19日㈰
午後１時～（受付：午後 0時 30分）

各中学校区で
実施

18歳（平成 16年４月２日～
平成 17年４月１日生まれの人）

令和５年５月４日（木・祝）
午後１時～（受付：午後 0時 30分） １会場で実施

◆成人式の日程

安心して医療が受けられるように

国民健康保険税の税率などが変わります

【問い合わせ】　保険年金課
　☎ 22-9659　℻   26-0151　 hoken@city.iga.lg.jp

　国民健康保険は、病気やけがをしたときに、加入者が国民健康保険税を出し合い、お互いに助け合う制度です。
　近年、伊賀市の国民健康保険は医療費の増加などから大幅な赤字が続いているため、保険税を段階的に改定しま
す。国民健康保険財政を取り巻く厳しい状況をご理解いただき、ご協力をお願いします。なお、所得が一定額以下
の世帯には、保険税を軽減する制度があります。

※課税限度額とは、１世帯における国民健康保険税の上限額のことです。

税率区分 令和２年度 令和３年度
改　定　後

全被保険者

医療分
（課税限度額 63万円）

所得割 7.03％ 7.08％

均等割 23,900 円 26,600 円

平等割 22,000 円 22,000 円

後期高齢者支援金分
（課税限度額 19万円）

所得割 1.78％ 2.07％

均等割 6,100 円 7,800 円

平等割 5,700 円 6,200 円

40歳以上 65歳未満 介護納付金分
（課税限度額 17万円）

所得割 1.70％ 1.97％

均等割 7,700 円 9,700 円

平等割 4,500 円 5,200 円

【国民健康保険税の内訳】

【算出方法】
　｢医療分｣､ ｢後期高齢者支援金分｣､ ｢介護納付金分｣ について、
それぞれ次の①～③を合計して算出します。
①所得割額…加入者の所得に応じて算出されます。　
　◎課税所得金額（前年中の総所得金額等－基礎控除額＊）×税率
　＊前年所得額に応じて段階的に控除（最高 43万円）
②均等割額…加入者１人につき均等割額が加算されます。
　◎加入者数×均等割額
③平等割額…１世帯につき平等割額が加算されます。
　◎１世帯×平等割額

医療費の支払い
に使用する財源

後期高齢者医療制度
を支える財源

介護保険制度
を支える財源

医療分 後期高齢者支援金分 介護納付金分 国民健康保険税+ + =
加入者全員 加入者全員 40歳以上 65歳未満

トピックス
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【
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

民
法
改
正
後
の
成
人
式
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
１
日
に
民
法
の
定
め
る

成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
市
で
は
下
記
の
と
お
り
成
人

式
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
い
が

３
月
号
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
令
和
６
年
以
降
に
行
う
成
人
式
は
、

毎
年
５
月
４
日
午
後
１
時
か
ら
開
催
し

ま
す
。

令
和
４
年
成
人
式
実
行
委
員
募
集

　
令
和
４
年
１
月
９
日
㈰
午
後
１
時
か
ら

行
う
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
も
で
き
ま
す
。

一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
自
分
た
ち
で
作

り
ま
せ
ん
か
。

　
実
行
委
員
は
各
中
学
校
区
で
月
１
回
程

度
の
会
議
を
行
い
、
成
人
式
の
企
画
、
準

備
、
成
人
式
前
日
・
当
日
の
運
営
協
力
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
ご
家
族
な
ど
で
成
人
を
迎
え
る
人
が
い

れ
ば
、
ぜ
ひ
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
令
和
４
年
に
成
人
式
を
迎
え
る
人
（
平

成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
）
で
、
崇
広
中
学
校
区
、
緑

ケ
丘
中
学
校
区
、
上
野
南
中
学
校
区
、
城

東
中
学
校
区
、
柘
植
・
霊
峰
中
学
校
区
、

阿
山
中
学
校
区
、
島
ヶ
原
中
学
校
区
、
大

山
田
中
学
校
区
、
青
山
中
学
校
区
の
９
カ

所
の
う
ち
、
卒
業
し
た
学
校
区
も
し
く
は

現
住
所
地
の
学
校
区
の
実
行
委
員
会
に
参

加
で
き
る
人

【
活
動
期
間
】

　
８
月
頃
〜
成
人
式
当
日

【
定　
員
】　
各
校
区
３
〜
５
人

【
申
込
方
法
】

　
希
望
の
中
学
校
区
・
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
申
込
先
ま
で
。

【
申
込
期
限
】　
６
月
30
日
㈬

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

トピックス

トピックス

対象年齢 と　き ところ

20 歳（平成 14年４月２日～
平成 15年４月１日生まれの人）

令和５年１月８日㈰
午後１時～（受付：午後 0時 30分）

各中学校区で
実施

19歳（平成 15年４月２日～
平成 16年４月１日生まれの人）

令和５年３月 19日㈰
午後１時～（受付：午後 0時 30分）

各中学校区で
実施

18歳（平成 16年４月２日～
平成 17年４月１日生まれの人）

令和５年５月４日（木・祝）
午後１時～（受付：午後 0時 30分） １会場で実施

◆成人式の日程

安心して医療が受けられるように

国民健康保険税の税率などが変わります

【問い合わせ】　保険年金課
　☎ 22-9659　℻   26-0151　 hoken@city.iga.lg.jp

　国民健康保険は、病気やけがをしたときに、加入者が国民健康保険税を出し合い、お互いに助け合う制度です。
　近年、伊賀市の国民健康保険は医療費の増加などから大幅な赤字が続いているため、保険税を段階的に改定しま
す。国民健康保険財政を取り巻く厳しい状況をご理解いただき、ご協力をお願いします。なお、所得が一定額以下
の世帯には、保険税を軽減する制度があります。

※課税限度額とは、１世帯における国民健康保険税の上限額のことです。

税率区分 令和２年度 令和３年度
改　定　後

全被保険者

医療分
（課税限度額 63万円）

所得割 7.03％ 7.08％

均等割 23,900 円 26,600 円

平等割 22,000 円 22,000 円

後期高齢者支援金分
（課税限度額 19万円）

所得割 1.78％ 2.07％

均等割 6,100 円 7,800 円

平等割 5,700 円 6,200 円

40歳以上 65歳未満 介護納付金分
（課税限度額 17万円）

所得割 1.70％ 1.97％

均等割 7,700 円 9,700 円

平等割 4,500 円 5,200 円

【国民健康保険税の内訳】

【算出方法】
　｢医療分｣､ ｢後期高齢者支援金分｣､ ｢介護納付金分｣ について、
それぞれ次の①～③を合計して算出します。
①所得割額…加入者の所得に応じて算出されます。　
　◎課税所得金額（前年中の総所得金額等－基礎控除額＊）×税率
　＊前年所得額に応じて段階的に控除（最高 43万円）
②均等割額…加入者１人につき均等割額が加算されます。
　◎加入者数×均等割額
③平等割額…１世帯につき平等割額が加算されます。
　◎１世帯×平等割額

医療費の支払い
に使用する財源

後期高齢者医療制度
を支える財源

介護保険制度
を支える財源

医療分 後期高齢者支援金分 介護納付金分 国民健康保険税+ + =
加入者全員 加入者全員 40歳以上 65歳未満
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市
の
奨
学
金
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、修
学
に
経
済
的
支
援
を
必
要
と
す
る
、

向
学
心
が
旺
盛
で
優
秀
な
学
生
に
対
し
て

支
給
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
市
内
に
本
人
の
住
所
が
あ
る
人
（
修
学

の
た
め
住
所
異
動
し
た
場
合
を
除
く
。）

○
大
学
・
短
期
大
学
の
第
１
学
年
ま
た
は

高
等
専
門
学
校
の
第
４
学
年
に
在
学
す

る
人

○
市
内
の
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
人

○
世
帯
全
体
の
年
間
所
得
が
７
８
０
万
円

以
下
の
人

【
支
給
額
】

　

２
４
０
，０
０
０
円
／
年

【
支
給
人
数
】

　

２
人

【
選
考
方
法
】

○
１
次
：
書
類
選
考

○
２
次
：
面
接
な
ど

※
申
請
者
が
遺
児
の
場
合
は
、
選
考
の
際

に
考
慮
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
教
育
機
会
の
均
等
を
図
る
た
め
、
市
内

の
高
校
生・大
学
生
な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
本
人
・
保
護
者
と
も
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
（
修
学
の
た
め
住
所
異
動
し
た
場

合
を
除
く
。）

○
高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
大
学
な
ど
に

在
学
す
る
人

○
申
請
者
と
生
計
を
同
一
と
す
る
世
帯
員

の
中
に
、
令
和
３
年
度
住
民
税
所
得
割

額
を
納
付
す
べ
き
世
帯
員
が
い
な
い
人

【
支
給
額
】

○
高
等
学
校
・
高
等
専
修
学
校
な
ど

　
７
２
，０
０
０
円
／
年

○
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
な
ど

　
国
公
立
：
７
２
，０
０
０
円
／
年

　
私　
立
：
８
４
，０
０
０
円
／
年

【
申
込
期
間
】

　
い
ず
れ
も
６
月
14
日
㈪
〜
30
日
㈬

※
申
込
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

○
教
育
総
務
課　
○
生
涯
学
習
課

○
各
公
民
館
（
い
が
ま
ち
・
阿
山
・
大

山
田
・
青
山
）

【
問
い
合
わ
せ
】　
教
育
総
務
課

　
☎
22
・
９
６
４
４　
℻  
22
・
９
６
４
７　

kyoui-soum
u@
city.iga.lg.jp

◆
伊
賀
市
サ
サ
ユ
リ
奨
学
金

◆
伊
賀
市
奨
学
金

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４

　
　
　
　
　
　
　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

利
用
に
つ
い
て

　
個
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
率
は

９
割
を
超
え
、
今
や
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
ラ
イ
ン
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）

は
、た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
電
話
の
や

り
取
り
だ
け
で
な
く
、
趣
味
や
心
境
の
発

信
、
安
否
確
認
や
情
報
の
共
有
な
ど
を
気

軽
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
他
人
へ
の
中
傷

や
侮
辱
、
無
責
任
な
う
わ
さ
、
特
定
の
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
の
無
断
掲
示
、

差
別
的
な
書
き
込
み
、
い
じ
め
な
ど
、
人

権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な
が
る

行
為
も
増
え
て
い
ま
す
。

◆
人
権
侵
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す

る
と
き
は
、
直
接
人
と
接
す
る
と
き
と
同

じ
よ
う
に
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
を
守
り
、
必

ず
相
手
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
を
疑
い
、

正
し
い
情
報
を
見
極
め
る
「
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
」
の
力
を
養
う
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
お
互
い
の
顔
は
見
え
な
く
て
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ
た
先
に
い
る
の

は
、
心
を
持
つ
生
身
の
人
間
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
差
別
的
な
発
言
・
誹
謗
中
傷
す
る
内
容

は
絶
対
に
し
な
い
。

○
正
し
い
情
報
で
あ
る
か
注
意
し
、
安
易

に
不
確
か
な
情
報
を
投
稿
・
拡
散
し

な
い
。

○
自
分
や
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ

る
情
報
は
投
稿
し
な
い
。

○
不
特
定
多
数
が
見
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
常
に
意
識
す
る
。

◆
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を作

成
し
ま
し
た

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」
を
テ
ー

マ
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
地
域
や
職
場

な
ど
で
利
用
を

希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

社
会
的
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８　

shuuzei@
city.iga.lg.jp

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
広
聴
広
報
課

　
☎
22
・
９
６
３
６　
℻  
22
・
９
６
１
７　

koho@
city.iga.lg.jp

行
政
情
報
番
組
「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
伊
賀
市
」
に
出
演
し
ま
せ
ん
か

市
民
ス
タ
ッ
フ
・
こ
ど
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
募
集

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
伊
賀
市
っ
て
？

　
市
内
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
様

子
を
紹
介
す
る
「
で
き
ご
と
」、
市

か
ら
の
お
し
ら
せ
を
伝
え
る「
特
集
」

「
お
し
ら
せ
」
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
で

構
成
さ
れ
た
30
分
間
の
番
組
で
す
。

　
朝
７
時
か
ら
夜
12
時
ま
で
、
毎
時

０
分
か
ら
30
分
ま
で
の
間
、
繰
り
返

し
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
17
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
青
山
は
２
０
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
）・
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
１
２
１
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
募
集
人
数
】　
８
人
程
度

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18
歳
以
上

の
人
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
金
曜
日
の
午
前
中
に
行
う
ス
タ
ジ
オ
収

録
に
参
加
で
き
る
人
（
出
演
は
２
カ
月

に
１
回
程
度
）

○
平
日
の
昼
間
に
収
録
を
行
う
特
集
コ
ー

ナ
ー
に
参
加
で
き
る
人
（
所
要
時
間
約

１
時
間
）

【
収
録
場
所
】

　
市
役
所
・
伊
賀
上
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

㈱
（
緑
ケ
丘
南
町
２
３
３
２
）
な
ど

【
任　
期
】

　
10
月
１
日
〜
令
和
５
年
９
月
30
日

【
謝　
礼
】

　
１
時
間
当
た
り
１
，０
０
０
円

【
応
募
方
法
】　
「
市
民
ス
タ
ッ
フ
へ
の
応

募
の
動
機
」
と
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
応
募
先
ま
で
。

【
応
募
期
限
】　
６
月
25
日
㈮
必
着

【
選
考
方
法
】

　
面
接
・
実
技　
※
実
施
日
は
後
日
応
募

者
に
連
絡
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】　
３
人
（
ス
タ
ジ
オ
収
録
①

〜
③
の
い
ず
れ
か
を
担
当
）

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
２

年
生
で
、
打
ち
合
わ
せ
会
と
収
録
に
参
加

で
き
る
人
（
保
護
者
の
送
迎
含
む
。）

【
と
き
・
と
こ
ろ
】

○
打
ち
合
わ
せ
会

　
７
月
17
日
㈯　
午
前
10
時
〜

○
ス
タ
ジ
オ
収
録

　
①
７
月
30
日
㈮　
②
８
月
６
日
㈮

　
③
８
月
13
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
10
分
〜
正
午
頃

　
場
所
は
、
打
ち
合
わ
せ
会
・
ス
タ
ジ
オ

収
録
と
も
に
伊
賀
上
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

㈱
を
予
定
。

【
応
募
方
法
】　
広
聴
広
報
課
に
あ
る
募
集

要
項
を
確
認
の
上
、
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
応
募
先
ま
で
。

※
募
集
要
項
・
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

【
応
募
期
限
】　
６
月
25
日
㈮
必
着

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

状
況
に
よ
り
、
事
業
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

市
民
ス
タ
ッ
フ

こ
ど
も

　
　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

2019 年のこどもアナウンサー

スタジオ収録の様子
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市
の
奨
学
金
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、修
学
に
経
済
的
支
援
を
必
要
と
す
る
、

向
学
心
が
旺
盛
で
優
秀
な
学
生
に
対
し
て

支
給
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
市
内
に
本
人
の
住
所
が
あ
る
人
（
修
学

の
た
め
住
所
異
動
し
た
場
合
を
除
く
。）

○
大
学
・
短
期
大
学
の
第
１
学
年
ま
た
は

高
等
専
門
学
校
の
第
４
学
年
に
在
学
す

る
人

○
市
内
の
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
人

○
世
帯
全
体
の
年
間
所
得
が
７
８
０
万
円

以
下
の
人

【
支
給
額
】

　

２
４
０
，０
０
０
円
／
年

【
支
給
人
数
】

　

２
人

【
選
考
方
法
】

○
１
次
：
書
類
選
考

○
２
次
：
面
接
な
ど

※
申
請
者
が
遺
児
の
場
合
は
、
選
考
の
際

に
考
慮
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
教
育
機
会
の
均
等
を
図
る
た
め
、
市
内

の
高
校
生・大
学
生
な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
本
人
・
保
護
者
と
も
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
（
修
学
の
た
め
住
所
異
動
し
た
場

合
を
除
く
。）

○
高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
大
学
な
ど
に

在
学
す
る
人

○
申
請
者
と
生
計
を
同
一
と
す
る
世
帯
員

の
中
に
、
令
和
３
年
度
住
民
税
所
得
割

額
を
納
付
す
べ
き
世
帯
員
が
い
な
い
人

【
支
給
額
】

○
高
等
学
校
・
高
等
専
修
学
校
な
ど

　
７
２
，０
０
０
円
／
年

○
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
な
ど

　
国
公
立
：
７
２
，０
０
０
円
／
年

　
私　
立
：
８
４
，０
０
０
円
／
年

【
申
込
期
間
】

　
い
ず
れ
も
６
月
14
日
㈪
〜
30
日
㈬

※
申
込
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

○
教
育
総
務
課　
○
生
涯
学
習
課

○
各
公
民
館
（
い
が
ま
ち
・
阿
山
・
大

山
田
・
青
山
）

【
問
い
合
わ
せ
】　
教
育
総
務
課

　
☎
22
・
９
６
４
４　
℻  
22
・
９
６
４
７　

kyoui-soum
u@
city.iga.lg.jp

◆
伊
賀
市
サ
サ
ユ
リ
奨
学
金

◆
伊
賀
市
奨
学
金

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４

　
　
　
　
　
　
　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

利
用
に
つ
い
て

　
個
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
率
は

９
割
を
超
え
、
今
や
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
ラ
イ
ン
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）

は
、た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
電
話
の
や

り
取
り
だ
け
で
な
く
、
趣
味
や
心
境
の
発

信
、
安
否
確
認
や
情
報
の
共
有
な
ど
を
気

軽
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
他
人
へ
の
中
傷

や
侮
辱
、
無
責
任
な
う
わ
さ
、
特
定
の
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
の
無
断
掲
示
、

差
別
的
な
書
き
込
み
、
い
じ
め
な
ど
、
人

権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な
が
る

行
為
も
増
え
て
い
ま
す
。

◆
人
権
侵
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す

る
と
き
は
、
直
接
人
と
接
す
る
と
き
と
同

じ
よ
う
に
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
を
守
り
、
必

ず
相
手
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
を
疑
い
、

正
し
い
情
報
を
見
極
め
る
「
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
」
の
力
を
養
う
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
お
互
い
の
顔
は
見
え
な
く
て
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ
た
先
に
い
る
の

は
、
心
を
持
つ
生
身
の
人
間
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
差
別
的
な
発
言
・
誹
謗
中
傷
す
る
内
容

は
絶
対
に
し
な
い
。

○
正
し
い
情
報
で
あ
る
か
注
意
し
、
安
易

に
不
確
か
な
情
報
を
投
稿
・
拡
散
し

な
い
。

○
自
分
や
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ

る
情
報
は
投
稿
し
な
い
。

○
不
特
定
多
数
が
見
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
常
に
意
識
す
る
。

◆
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を作

成
し
ま
し
た

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」
を
テ
ー

マ
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
地
域
や
職
場

な
ど
で
利
用
を

希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

社
会
的
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８　

shuuzei@
city.iga.lg.jp

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
広
聴
広
報
課

　
☎
22
・
９
６
３
６　
℻  
22
・
９
６
１
７　

koho@
city.iga.lg.jp

行
政
情
報
番
組
「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
伊
賀
市
」
に
出
演
し
ま
せ
ん
か

市
民
ス
タ
ッ
フ
・
こ
ど
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
募
集

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
伊
賀
市
っ
て
？

　
市
内
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
様

子
を
紹
介
す
る
「
で
き
ご
と
」、
市

か
ら
の
お
し
ら
せ
を
伝
え
る「
特
集
」

「
お
し
ら
せ
」
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
で

構
成
さ
れ
た
30
分
間
の
番
組
で
す
。

　
朝
７
時
か
ら
夜
12
時
ま
で
、
毎
時

０
分
か
ら
30
分
ま
で
の
間
、
繰
り
返

し
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
17
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
青
山
は
２
０
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
）・
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
１
２
１
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
募
集
人
数
】　
８
人
程
度

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18
歳
以
上

の
人
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
金
曜
日
の
午
前
中
に
行
う
ス
タ
ジ
オ
収

録
に
参
加
で
き
る
人
（
出
演
は
２
カ
月

に
１
回
程
度
）

○
平
日
の
昼
間
に
収
録
を
行
う
特
集
コ
ー

ナ
ー
に
参
加
で
き
る
人
（
所
要
時
間
約

１
時
間
）

【
収
録
場
所
】

　
市
役
所
・
伊
賀
上
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

㈱
（
緑
ケ
丘
南
町
２
３
３
２
）
な
ど

【
任　
期
】

　
10
月
１
日
〜
令
和
５
年
９
月
30
日

【
謝　
礼
】

　
１
時
間
当
た
り
１
，０
０
０
円

【
応
募
方
法
】　
「
市
民
ス
タ
ッ
フ
へ
の
応

募
の
動
機
」
と
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
応
募
先
ま
で
。

【
応
募
期
限
】　
６
月
25
日
㈮
必
着

【
選
考
方
法
】

　
面
接
・
実
技　
※
実
施
日
は
後
日
応
募

者
に
連
絡
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】　
３
人
（
ス
タ
ジ
オ
収
録
①

〜
③
の
い
ず
れ
か
を
担
当
）

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
２

年
生
で
、
打
ち
合
わ
せ
会
と
収
録
に
参
加

で
き
る
人
（
保
護
者
の
送
迎
含
む
。）

【
と
き
・
と
こ
ろ
】

○
打
ち
合
わ
せ
会

　
７
月
17
日
㈯　
午
前
10
時
〜

○
ス
タ
ジ
オ
収
録

　
①
７
月
30
日
㈮　
②
８
月
６
日
㈮

　
③
８
月
13
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
10
分
〜
正
午
頃

　
場
所
は
、
打
ち
合
わ
せ
会
・
ス
タ
ジ
オ

収
録
と
も
に
伊
賀
上
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

㈱
を
予
定
。

【
応
募
方
法
】　
広
聴
広
報
課
に
あ
る
募
集

要
項
を
確
認
の
上
、
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
応
募
先
ま
で
。

※
募
集
要
項
・
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

【
応
募
期
限
】　
６
月
25
日
㈮
必
着

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

状
況
に
よ
り
、
事
業
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

市
民
ス
タ
ッ
フ

こ
ど
も

　
　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

2019 年のこどもアナウンサー

スタジオ収録の様子
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Ｑ．外国人住民との接点は何ですか。
Ａ．近くに大きな工場があり、たくさんの技能実習生が地域に住んでいます。
Ｑ．どのような交流がありますか。
Ａ．技能実習の外国人は 3年で帰国します。転入してすぐは、地域に慣れてもらう
ために、各地区を回ったり、食文化である水餃子づくりを行い、交流を図っています。帰国する時には感
謝状と記念品を渡しています。桜まつりやいがまち展覧会の時には、水餃子を作ったり、屋台の売り子の
手伝いをしてもらっています。みんな若いし、よく気が付くのでとても頼りにしています。

Ｑ．技能実習生との交流で印象に残っていることはありますか。
Ａ．夏祭りには、浴衣ではなく法被を着て盆踊りを踊るのですが、中国人の参加者は法被が珍しいのか皆が着
たいと言ってくれます。盆踊りも日本人の輪に入って楽しんで踊りに参加しています。また、以前地域か
ら余っている浴衣を分けていただいたことがあり、実習生のみなさんに浴衣の着付け教室を行いました。
その浴衣をプレゼントすると、とても喜んでくれました。

トピックス

多文化共生のまちづくり

さまざまな交流や活動を紹介します
　外国の文化や人に出会うことは、伊賀市にいればごく当たり前のことに
なりました。現在、45カ国、約 5,600 人の多様な文化や背景を持つ外国
人が伊賀市で生活しています。
　市内各地で開催している外国人と日本人の交流や外国人同士の交流事例
を紹介します。活動に参加を希望する場合は、お問い合わせください。

　代表　イノウエ　マウロ　ヒロシさんに聞きました。
Ｑ．クラブの特徴
　　を教えてくだ
　　さい。
Ａ．メンバーはブ
　　ラジル人を中
　　心にペルー
　　人、メキシコ
　　人、ベトナム

人など多国籍です。年齢は 17歳から 67歳ま
で、レベルもさまざまです。

Ｑ．練習はいつしていますか。
Ａ．毎週土曜日の午後 6時から市民体育館で練習
をしています。

Ｑ．試合などはしていますか。
Ａ．クラブの中で紅白戦や、他府県のチームと交流
試合などを行っています。メンバー全員が外国
人だと参加できない大会もあるので、自分たち
で交流試合を企画しています。

Ｑ．日本人と試合はしますか。
Ａ．職場の同僚（日本人）の子のチームと合同練習
や試合をしています。

　代表　長井　典史さんに聞きました。
Ｑ．メンバー
の構成を
教えてく
ださい。

Ａ．10 歳 代
か ら 50
歳代まで
の市民です。日本人のメンバーを中心に、イン
ドネシア、台湾、ベトナム人も在籍しています。

Ｑ．外国人住民は、どうやって加入されましたか。
Ａ．職場が同じだったり、知人を紹介して新しく
入ったりして交流が続いています。参加希望者
はいつでも歓迎しています。

Ｑ．言葉が通じない時、どう接していますか。
Ａ．やさしい日本語やスマートフォンの翻訳機能を
使って会話をしています。

Ｑ．メンバーと仲良くするには。
Ａ．毎週月・水・木・土曜日の午後７時 30分から
城東中学校で練習をしています。練習以外でも
食事会をしたり、クラブ内のイベントで交流を
深めています。

【問い合わせ】
　市民生活課
　☎22-9702　℻  22-9641
　 shimin@city.iga.lg.jp

IGA FUTSAL（伊賀フットサル）

西柘植地域まちづくり協議会

府中スポーツクラブ「バドミントン」

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

トピックス

トピックス

「
Ｉい

が

も

の

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
認
定
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
22
・
９
６
６
９　
℻  
22
・
９
６
９
５　

shoukou@
city.iga.lg.jp

　
伊
賀
の
風
土
と
暮
ら
し
が
育
み
、
伊
賀

の
匠
の
知
恵
と
技
が
結
集
し
た
優
良
な
伊

賀
産
品
と
、
そ
の
生
産
や
製
造
な
ど
に

携
わ
る
事
業
者
な
ど
を
伊
賀
ブ
ラ
ン
ド

「
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
と
し
て
認
定
し
ま

す
。
自
慢
の
産
品
の
申
請
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
認
定
対
象
】

　
原
則
、
伊
賀
地
域
で
生
産
・
製
造
・
加

工
さ
れ
た
産
品
（
一
次
産
品
・
加
工
品
・

工
芸
品
）
と
そ
の
事
業
者
な
ど

※
個
人
事
業
者
は
一
次
産
品
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

【
申
請
資
格
】

○
農
業
・
林
業
・
漁
業
ま
た
は
製
造
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
事
業
者
な
ど
（
個

人
・
法
人
・
団
体
）
で
、
原
則
、
伊
賀

地
域
に
主
な
事
業
所
が
あ
る
こ
と
。

○
伊
賀
市
な
ど
が
賦
課
徴
収
す
る
住
民
税

な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

○
生
産
・
製
造
・
加
工
・
販
売
な
ど
に
つ

い
て
、
法
令
な
ど
の
規
定
に
違
反
し
て

い
な
い
こ
と
。

○
責
任
者
や
責
任
の
所
在
が
明
確
で
、
第

三
者
か
ら
の
苦
情
・
要
望
な
ど
へ
の
対

応
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

【
申
請
方
法
】

　
「
伊
賀
ブ
ラ
ン
ド
認
定
申
請
の
手
引
」

を
確
認
の
上
、
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
先
ま

で
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
１
事
業
者
２
品
ま
で
で
す
。

【
審
査
方
法
】

　

書
類
審
査
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

審
査

※
認
定
委
員
会
が
認
定
基
準
に
基
づ
い
て

審
査
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

　
６
月
30
日
㈬　
午
後
５
時
必
着

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
は

　
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
の
た
め
、
市
が
企
画
し
た
各
ス

ポ
ー
ツ
事
業
へ
の
協
力
や
、
地
域
の
皆
さ

ん
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
実
技
の
指
導
・
助
言
を

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
が
委
嘱
す
る

委
員
で
す
。

◆
令
和
３・
４
年
度 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

上
野
東
部
：
上
田　
充
宣

　
　
　
　
　
辻
井　
眞
理
子

　
　
　
　
　
松
村　
修
斗

　
　
　
　
　
福
谷　
教
文

　
　
　
　
　
陳　
文
峰

上
野
西
部
：
北
岡　
伸
一

上
野
南
部
：
和
田　
光
生

小　
　
田
：
長
谷　
伊
久
男

久
　
　
米
：
荒
井　
義
久

八
幡
町
：
平
松　
直
美

長　
　
田
：
山
添　
長
輝

新　
　
居
：
山
口　
貴
史

三　
　
田
：
増
地　
一
也

諏　
　
訪
：
城
戸　
泰
輔

府　
　
中
：
町
野　
善
英

中　
　
瀬
：
山
口　
一
幸

猪　
　
田
：
川
口　
新
吾

依
那
古
：
松
本　
喜
美
雄

神　
　
戸
：
家
栁　
尚
生

き
じ
が
台
：
嶋
澤　
哲
二

古　
　
山
：
山
村　
昌
照

花
之
木
：
豊
田　
昇
司

花　
　
垣
：
西
浦　
透

比
自
岐
：
大
西　
仁

友　
　
生
：
辻
村　
昌
宏

ゆ
め
が
丘
：
大
井　
暁
代
・
東
山　
竜
也

柘　
　
植
：
中
川　
秀
紀

西
柘
植
：
前
川　
和
史

壬
生
野
：
仲　
敏

島
ヶ
原
：
西
口　
耕
平

河　
　
合
：
辻
本　
茂
和

鞆　
　
田
：
平
岡　
祐
一

玉　
　
滝
：
磯
島　
宏
洋

丸　
　
柱
：
稲
増　
秀
明

山　
　
田
：
西
口　
英
行

布　
　
引
：
中
森　
旭

阿　
　
波
：
稲
森　
誠

阿　
　
保
：
塚
本　
正
明

上　
　
津
：
馬
場　
俊
行

博　
　
要
：
嶋
地　
章

高　
　
尾
：
鈴
森　
義
和

矢　
　
持
：
藤
森　
俊
秀

桐
ヶ
丘
：
後
藤　
利
之
・
駒
原　
常
雄

市
全
域
：
宮
田　
久
一

　
　
　
　
　
辻　
喜
嗣

　
　
　
　
　
辻
本　
角
義

　
　
　
　
　
西
口　
會

　
　
　
　
　
山
本　
い
ず
み

　
　
　
　
　
森
川　
徹

（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８　

shuuzei@
city.iga.lg.jp

【
問
い
合
わ
せ
】　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
22
・
９
６
３
５　
℻  
22
・
９
６
９
４　

sports@
city.iga.lg.jp
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Ｑ．外国人住民との接点は何ですか。
Ａ．近くに大きな工場があり、たくさんの技能実習生が地域に住んでいます。
Ｑ．どのような交流がありますか。
Ａ．技能実習の外国人は 3年で帰国します。転入してすぐは、地域に慣れてもらう
ために、各地区を回ったり、食文化である水餃子づくりを行い、交流を図っています。帰国する時には感
謝状と記念品を渡しています。桜まつりやいがまち展覧会の時には、水餃子を作ったり、屋台の売り子の
手伝いをしてもらっています。みんな若いし、よく気が付くのでとても頼りにしています。

Ｑ．技能実習生との交流で印象に残っていることはありますか。
Ａ．夏祭りには、浴衣ではなく法被を着て盆踊りを踊るのですが、中国人の参加者は法被が珍しいのか皆が着
たいと言ってくれます。盆踊りも日本人の輪に入って楽しんで踊りに参加しています。また、以前地域か
ら余っている浴衣を分けていただいたことがあり、実習生のみなさんに浴衣の着付け教室を行いました。
その浴衣をプレゼントすると、とても喜んでくれました。

トピックス

多文化共生のまちづくり

さまざまな交流や活動を紹介します
　外国の文化や人に出会うことは、伊賀市にいればごく当たり前のことに
なりました。現在、45カ国、約 5,600 人の多様な文化や背景を持つ外国
人が伊賀市で生活しています。
　市内各地で開催している外国人と日本人の交流や外国人同士の交流事例
を紹介します。活動に参加を希望する場合は、お問い合わせください。

　代表　イノウエ　マウロ　ヒロシさんに聞きました。
Ｑ．クラブの特徴
　　を教えてくだ
　　さい。
Ａ．メンバーはブ
　　ラジル人を中
　　心にペルー
　　人、メキシコ
　　人、ベトナム

人など多国籍です。年齢は 17歳から 67歳ま
で、レベルもさまざまです。

Ｑ．練習はいつしていますか。
Ａ．毎週土曜日の午後 6時から市民体育館で練習
をしています。

Ｑ．試合などはしていますか。
Ａ．クラブの中で紅白戦や、他府県のチームと交流
試合などを行っています。メンバー全員が外国
人だと参加できない大会もあるので、自分たち
で交流試合を企画しています。

Ｑ．日本人と試合はしますか。
Ａ．職場の同僚（日本人）の子のチームと合同練習
や試合をしています。

　代表　長井　典史さんに聞きました。
Ｑ．メンバー
の構成を
教えてく
ださい。

Ａ．10 歳 代
か ら 50
歳代まで
の市民です。日本人のメンバーを中心に、イン
ドネシア、台湾、ベトナム人も在籍しています。

Ｑ．外国人住民は、どうやって加入されましたか。
Ａ．職場が同じだったり、知人を紹介して新しく
入ったりして交流が続いています。参加希望者
はいつでも歓迎しています。

Ｑ．言葉が通じない時、どう接していますか。
Ａ．やさしい日本語やスマートフォンの翻訳機能を
使って会話をしています。

Ｑ．メンバーと仲良くするには。
Ａ．毎週月・水・木・土曜日の午後７時 30分から
城東中学校で練習をしています。練習以外でも
食事会をしたり、クラブ内のイベントで交流を
深めています。

【問い合わせ】
　市民生活課
　☎22-9702　℻  22-9641
　 shimin@city.iga.lg.jp

IGA FUTSAL（伊賀フットサル）

西柘植地域まちづくり協議会

府中スポーツクラブ「バドミントン」

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

トピックス

トピックス

「
Ｉい

が

も

の

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
認
定
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
22
・
９
６
６
９　
℻  
22
・
９
６
９
５　

shoukou@
city.iga.lg.jp

　
伊
賀
の
風
土
と
暮
ら
し
が
育
み
、
伊
賀

の
匠
の
知
恵
と
技
が
結
集
し
た
優
良
な
伊

賀
産
品
と
、
そ
の
生
産
や
製
造
な
ど
に

携
わ
る
事
業
者
な
ど
を
伊
賀
ブ
ラ
ン
ド

「
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
と
し
て
認
定
し
ま

す
。
自
慢
の
産
品
の
申
請
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
認
定
対
象
】

　
原
則
、
伊
賀
地
域
で
生
産
・
製
造
・
加

工
さ
れ
た
産
品
（
一
次
産
品
・
加
工
品
・

工
芸
品
）
と
そ
の
事
業
者
な
ど

※
個
人
事
業
者
は
一
次
産
品
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

【
申
請
資
格
】

○
農
業
・
林
業
・
漁
業
ま
た
は
製
造
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
事
業
者
な
ど
（
個

人
・
法
人
・
団
体
）
で
、
原
則
、
伊
賀

地
域
に
主
な
事
業
所
が
あ
る
こ
と
。

○
伊
賀
市
な
ど
が
賦
課
徴
収
す
る
住
民
税

な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

○
生
産
・
製
造
・
加
工
・
販
売
な
ど
に
つ

い
て
、
法
令
な
ど
の
規
定
に
違
反
し
て

い
な
い
こ
と
。

○
責
任
者
や
責
任
の
所
在
が
明
確
で
、
第

三
者
か
ら
の
苦
情
・
要
望
な
ど
へ
の
対

応
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

【
申
請
方
法
】

　
「
伊
賀
ブ
ラ
ン
ド
認
定
申
請
の
手
引
」

を
確
認
の
上
、
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
先
ま

で
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
１
事
業
者
２
品
ま
で
で
す
。

【
審
査
方
法
】

　

書
類
審
査
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

審
査

※
認
定
委
員
会
が
認
定
基
準
に
基
づ
い
て

審
査
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

　
６
月
30
日
㈬　
午
後
５
時
必
着

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
は

　
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
の
た
め
、
市
が
企
画
し
た
各
ス

ポ
ー
ツ
事
業
へ
の
協
力
や
、
地
域
の
皆
さ

ん
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
実
技
の
指
導
・
助
言
を

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
が
委
嘱
す
る

委
員
で
す
。

◆
令
和
３・
４
年
度 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

上
野
東
部
：
上
田　
充
宣

　
　
　
　
　
辻
井　
眞
理
子

　
　
　
　
　
松
村　
修
斗

　
　
　
　
　
福
谷　
教
文

　
　
　
　
　
陳　
文
峰

上
野
西
部
：
北
岡　
伸
一

上
野
南
部
：
和
田　
光
生

小　
　
田
：
長
谷　
伊
久
男

久
　
　
米
：
荒
井　
義
久

八
幡
町
：
平
松　
直
美

長　
　
田
：
山
添　
長
輝

新　
　
居
：
山
口　
貴
史

三　
　
田
：
増
地　
一
也

諏　
　
訪
：
城
戸　
泰
輔

府　
　
中
：
町
野　
善
英

中　
　
瀬
：
山
口　
一
幸

猪　
　
田
：
川
口　
新
吾

依
那
古
：
松
本　
喜
美
雄

神　
　
戸
：
家
栁　
尚
生

き
じ
が
台
：
嶋
澤　
哲
二

古　
　
山
：
山
村　
昌
照

花
之
木
：
豊
田　
昇
司

花　
　
垣
：
西
浦　
透

比
自
岐
：
大
西　
仁

友　
　
生
：
辻
村　
昌
宏

ゆ
め
が
丘
：
大
井　
暁
代
・
東
山　
竜
也

柘　
　
植
：
中
川　
秀
紀

西
柘
植
：
前
川　
和
史

壬
生
野
：
仲　
敏

島
ヶ
原
：
西
口　
耕
平

河　
　
合
：
辻
本　
茂
和

鞆　
　
田
：
平
岡　
祐
一

玉　
　
滝
：
磯
島　
宏
洋

丸　
　
柱
：
稲
増　
秀
明

山　
　
田
：
西
口　
英
行

布　
　
引
：
中
森　
旭

阿　
　
波
：
稲
森　
誠

阿　
　
保
：
塚
本　
正
明

上　
　
津
：
馬
場　
俊
行

博　
　
要
：
嶋
地　
章

高　
　
尾
：
鈴
森　
義
和

矢　
　
持
：
藤
森　
俊
秀

桐
ヶ
丘
：
後
藤　
利
之
・
駒
原　
常
雄

市
全
域
：
宮
田　
久
一

　
　
　
　
　
辻　
喜
嗣

　
　
　
　
　
辻
本　
角
義

　
　
　
　
　
西
口　
會

　
　
　
　
　
山
本　
い
ず
み

　
　
　
　
　
森
川　
徹

（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８　

shuuzei@
city.iga.lg.jp

【
問
い
合
わ
せ
】　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
22
・
９
６
３
５　
℻  
22
・
９
６
９
４　

sports@
city.iga.lg.jp
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トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
総
合
危
機
管
理
課

　
☎
22
・
９
６
４
０　
℻  
24
・
０
４
４
４　

kikikanri@
city.iga.lg.jp

風
水
害
に
備
え
よ
う

　
梅
雨
の
長
雨
が
気
に
な
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
大
雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
災
害

の
心
配
も
出
て
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
、
事
前
に
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◆
備
蓄
品
や
非
常
持
ち
出
し
袋
を

準
備
し
よ
う

　
非
常
持
ち
出
し
袋
に
、
食
料・飲
料
水・

生
活
必
需
品
な
ど
１
週
間
程
度
の
備
え
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
期
限
も
確
認
し
、
＊
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

＊
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
…
食
べ
物
や
日

用
品
を
少
し
多
め
に
購
入
し
、
日
常
生

活
で
古
い
も
の
か
ら
順
に
消
費
し
、
食

べ
た
分
を
買
い
足
し
、
補
充
し
な
が
ら

備
蓄
し
て
い
く
方
法
。

◆
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
よ
う

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
危
険
な
場
所
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
、
事
前
に
避

難
所
ま
で
の
ル
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

◆
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
を考

え
て
お
こ
う

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
象
情

報
や
災
害
情
報
を
確
認
し
、
危
険
が
近
づ

い
て
い
る
場
合
は
、
早
め
に
避
難
す
る
な

ど
命
を
守
る
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
夜

間
や
避
難
所
に
行
く
こ
と
が
危
険
な
場
合

は
、
２
階
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
防
災
訓
練
の
ス
ス
メ

　
事
前
に
訓
練
し
て
い
な
い
と
、
い
ざ
と

い
う
時
に
、
素
早
い
避
難
行
動
が
で
き
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
災
害
を
自
分
事
と

考
え
、
防
災
に
関
す
る
知
識
を
増
や
し
た

り
、
地
域
の
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
、
災

害
に
負
け
な
い
よ
う
に
訓
練
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◆
停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス

　
地
域
を
登
録
す
る
だ
け
で
停
電
情
報
を

い
ち
早
く
お
知
ら
せ
し
、
電
気
の
困
り
ご

と
を
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
使

い
す
ぐ
に
相
談
で
き
る
ア

プ
リ
「
停
電
情
報
お
知
ら

せ
サ
ー
ビ
ス
」
を
中
部
電

力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
か
ら

無
料
配
信
し
て
い
ま
す
。

伊賀市洪水
ハザードマップ

伊賀市土砂災害
ハザードマップ

トピックス

空
き
家
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　

空
き
家
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、「
空

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
で
、
空
き
家
の
適
正
な
管
理
に
努
め

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
が
住
ま
な
い
状
態
で
放
置
さ
れ
る

と
、
家
は
ど
ん
ど
ん
傷
ん
で
い
き
ま
す
。

特
に
、
梅
雨
時
期
は
湿
気
に
よ
り
カ
ビ
な

ど
が
繁
殖
し
や
す
く
、
木
を
腐
ら
せ
住
宅

の
劣
化
が
生
じ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
気
温
が
上
が
り
雑
草
な
ど
が
生
い
茂

る
と
、
通
路
や
隣
地
に
草
木
が
は
み
出

し
、
害
獣
の
す
み
か
に
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

◆
特
定
空
家
等
と
は

　
次
の
よ
う
な
場
合
は「
特
定
空
家
等
」

と
認
定
さ
れ
ま
す
。

○
倒
壊
な
ど
、
保
安
上
著
し
く
危
険
と

な
る
恐
れ
が
あ
る
。

○
衛
生
上
著
し
く
有
害
と
な
る
恐
れ

が
あ
る
。

○
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て

い
る
。

○
そ
の
他
、
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全

を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不

適
切
で
あ
る
。

　
「
特
定
空
家
等
」
に
認
定
さ
れ
た
後
も

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
住
宅
用
地

の
固
定
資
産
税
の
負
担
を
軽
減
す
る
特
例

措
置
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
瓦
、
外

壁
材
な
ど
の
落
下
に
よ
り
通
行
人
に
被
害

を
与
え
た
場
合
は
、
損
害
賠
償
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
管
理
さ
れ
な
い
空
き
家
が
地
域
に
増
え

る
と
、
周
辺
の
住
民
に
と
っ
て
迷
惑
な
だ

け
で
は
な
く
、
ま
ち
全
体
の
活
力
を
奪
っ

て
い
き
ま
す
。
空
き
家
は
敷
地
内
の
草
刈

り
や
定
期
的
な
掃
除
、
損
傷
部
の
修
繕
な

ど
の
手
入
れ
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
自
分
で
維
持
管
理
が
で
き
な

い
場
合
に
専
門
家
を
紹
介
す
る
な
ど
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
ま
た
、「
伊
賀
流
空

き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
家
を
探
し
て
い

る
人
へ
紹
介
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
の
利

活
用
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
は
放
置
せ
ず
、
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。
空
き
家
に
関
す
る
ご
相

談
を
常
時
受
け

付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
空
き
家
対
策
室

　
☎
22
・
９
６
７
６　
℻  
22
・
９
６
４
１　

shim
in@
city.iga.lg.jp
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令
和
３
年
度
市
・
県
民
税
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
課
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
３　
℻  
22
・
９
６
１
８　

kazei@
city.iga.lg.jp

◆
６
月
14
日
㈪
に
納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す

　
市
・
県
民
税
は
、
金
融
機
関
の
ほ
か
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
で
も
納
付
が
で
き
ま
す
。

【
納
期
限
】

　
普
通
徴
収
の
場
合
は
年
４
回
で
、６
月・

８
月
・
10
月
・
１
月
の
各
月
末
が
納
期
限

で
す
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日

　
給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
っ
て
徴

収
す
る
税
額
な
ど
は
、
事
業
所
へ
送
付
す

る
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
書
で
給
与
、
公
的
年

金
等
に
係
る
所
得
以
外
（
４
月
１
日
現
在

65
歳
未
満
の
人
は
給
与
所
得
以
外
）
の
所

得
に
係
る
住
民
税
の
徴
収
方
法
の
欄
に

「
自
分
で
納
付
」
を
選
択
し
た
場
合
は
、

課
税
計
算
の
結
果
に
よ
り
納
税
通
知
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

【
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し

（
特
別
徴
収
）
の
対
象
と
な
る
人
へ
】

　
４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
人
で
年
金

所
得
に
対
し
て
市
・
県
民
税
の
納
税
義
務

が
あ
る
人
は
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
に
よ
っ
て
徴
収
し
ま
す
。

※
今
年
度
65
歳
に
な
り
、
新
た
に
特
別
徴

収
の
対
象
に
な
る
人
は
、
次
の
表
の
計

算
方
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
公
的
年
金
以
外
の
所
得
に
対
す
る
市
・

県
民
税
額
は
、
普
通
徴
収
ま
た
は
給
与

か
ら
の
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
て
い
な
い
人
や
、
市
・
県
民
税
が

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
額
を
超
え
る
人

は
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

納付書で収める
（普通徴収）

年金から引き落とす
（特別徴収）

６月 ８月 10月 12月
令和４年
２月

年税額の
４分の１ずつ 年税額の６分の１ずつ

この封筒をご確認ください

水
道
週
間
（
６
月
１
日
〜
７
日
）

　
新
し
く
水
道
を
引
く
場
合
や
家
庭
内
の

水
道
工
事
を
す
る
場
合
は
、「
伊
賀
市
上

下
水
道
部
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

（
以
下
、
工
事
事
業
者
）」
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
工
事
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
水
道
工
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
「
く
ら
し
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

水
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
水
道
メ
ー

タ
ー
が
回
っ
て
い
た
ら
、
宅
地
内
の
ど
こ

か
で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
漏
水
は
大
切
な
水
を
無
駄
に
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
家
庭
の
水
道
料
金
負
担
を

大
き
く
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、

ま
ず
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止

水
栓
（
元
栓
）
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

　
修
理
や
点
検
に
つ
い
て
は
、
工
事
事
業

者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
道
路
や
、
道
路
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま

で
の
間
で
水
漏
れ
を
見
つ
け
た
場
合
は

水
道
工
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
計
量
法
に
基
づ
き
、
設
置
後
７
年
を
経

過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
を
計

画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
家
庭

に
は
、
時
期
な
ど
を
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
た
あ
と
工
事
事
業
者
が
訪
問
し
、
水
道

メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

○
水
道
の
給
水
申
し
込
み
・
漏
水
・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
な
ど

　
上
下
水
道
部
水
道
工
務
課　
☎
24
・
０
０
０
２　
℻  
24
・
０
０
０
６

○
検
針
・
開
閉
栓
・
料
金
な
ど

　
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー　
☎
24
・
０
０
１
３　
℻  
24
・
０
０
０
７

令
和
３
年
度
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
生
活
も　
ウ
イ
ル
ス
予
防
も

　
蛇
口
か
ら
』

　
水
道
は
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
水
道
を
は
じ
め
電
気
や
ガ

ス
な
ど
は
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
、

皆
さ
ん
の
生
活
を
24
時
間
休
む
こ
と
な

く
支
え
て
い
ま
す
。

水
道
工
事
の
申
込
方
法

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
の
お
知
ら
せ

も
し
水
漏
れ
を
発
見
し
た
ら
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トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
総
合
危
機
管
理
課

　
☎
22
・
９
６
４
０　
℻  
24
・
０
４
４
４　

kikikanri@
city.iga.lg.jp

風
水
害
に
備
え
よ
う

　
梅
雨
の
長
雨
が
気
に
な
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
大
雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
災
害

の
心
配
も
出
て
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
、
事
前
に
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◆
備
蓄
品
や
非
常
持
ち
出
し
袋
を

準
備
し
よ
う

　
非
常
持
ち
出
し
袋
に
、
食
料・飲
料
水・

生
活
必
需
品
な
ど
１
週
間
程
度
の
備
え
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
期
限
も
確
認
し
、
＊
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

＊
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
…
食
べ
物
や
日

用
品
を
少
し
多
め
に
購
入
し
、
日
常
生

活
で
古
い
も
の
か
ら
順
に
消
費
し
、
食

べ
た
分
を
買
い
足
し
、
補
充
し
な
が
ら

備
蓄
し
て
い
く
方
法
。

◆
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
よ
う

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
危
険
な
場
所
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
、
事
前
に
避

難
所
ま
で
の
ル
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

◆
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
を考

え
て
お
こ
う

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
象
情

報
や
災
害
情
報
を
確
認
し
、
危
険
が
近
づ

い
て
い
る
場
合
は
、
早
め
に
避
難
す
る
な

ど
命
を
守
る
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
夜

間
や
避
難
所
に
行
く
こ
と
が
危
険
な
場
合

は
、
２
階
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
防
災
訓
練
の
ス
ス
メ

　
事
前
に
訓
練
し
て
い
な
い
と
、
い
ざ
と

い
う
時
に
、
素
早
い
避
難
行
動
が
で
き
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
災
害
を
自
分
事
と

考
え
、
防
災
に
関
す
る
知
識
を
増
や
し
た

り
、
地
域
の
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
、
災

害
に
負
け
な
い
よ
う
に
訓
練
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◆
停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス

　
地
域
を
登
録
す
る
だ
け
で
停
電
情
報
を

い
ち
早
く
お
知
ら
せ
し
、
電
気
の
困
り
ご

と
を
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
使

い
す
ぐ
に
相
談
で
き
る
ア

プ
リ
「
停
電
情
報
お
知
ら

せ
サ
ー
ビ
ス
」
を
中
部
電

力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
か
ら

無
料
配
信
し
て
い
ま
す
。

伊賀市洪水
ハザードマップ

伊賀市土砂災害
ハザードマップ

トピックス

空
き
家
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　

空
き
家
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、「
空

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
で
、
空
き
家
の
適
正
な
管
理
に
努
め

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
が
住
ま
な
い
状
態
で
放
置
さ
れ
る

と
、
家
は
ど
ん
ど
ん
傷
ん
で
い
き
ま
す
。

特
に
、
梅
雨
時
期
は
湿
気
に
よ
り
カ
ビ
な

ど
が
繁
殖
し
や
す
く
、
木
を
腐
ら
せ
住
宅

の
劣
化
が
生
じ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
気
温
が
上
が
り
雑
草
な
ど
が
生
い
茂

る
と
、
通
路
や
隣
地
に
草
木
が
は
み
出

し
、
害
獣
の
す
み
か
に
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

◆
特
定
空
家
等
と
は

　
次
の
よ
う
な
場
合
は「
特
定
空
家
等
」

と
認
定
さ
れ
ま
す
。

○
倒
壊
な
ど
、
保
安
上
著
し
く
危
険
と

な
る
恐
れ
が
あ
る
。

○
衛
生
上
著
し
く
有
害
と
な
る
恐
れ

が
あ
る
。

○
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て

い
る
。

○
そ
の
他
、
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全

を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不

適
切
で
あ
る
。

　
「
特
定
空
家
等
」
に
認
定
さ
れ
た
後
も

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
住
宅
用
地

の
固
定
資
産
税
の
負
担
を
軽
減
す
る
特
例

措
置
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
瓦
、
外

壁
材
な
ど
の
落
下
に
よ
り
通
行
人
に
被
害

を
与
え
た
場
合
は
、
損
害
賠
償
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
管
理
さ
れ
な
い
空
き
家
が
地
域
に
増
え

る
と
、
周
辺
の
住
民
に
と
っ
て
迷
惑
な
だ

け
で
は
な
く
、
ま
ち
全
体
の
活
力
を
奪
っ

て
い
き
ま
す
。
空
き
家
は
敷
地
内
の
草
刈

り
や
定
期
的
な
掃
除
、
損
傷
部
の
修
繕
な

ど
の
手
入
れ
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
自
分
で
維
持
管
理
が
で
き
な

い
場
合
に
専
門
家
を
紹
介
す
る
な
ど
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
ま
た
、「
伊
賀
流
空

き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
家
を
探
し
て
い

る
人
へ
紹
介
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
の
利

活
用
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
は
放
置
せ
ず
、
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。
空
き
家
に
関
す
る
ご
相

談
を
常
時
受
け

付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
空
き
家
対
策
室

　
☎
22
・
９
６
７
６　
℻  
22
・
９
６
４
１　

shim
in@
city.iga.lg.jp
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令
和
３
年
度
市
・
県
民
税
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
課
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
３　
℻  
22
・
９
６
１
８　

kazei@
city.iga.lg.jp

◆
６
月
14
日
㈪
に
納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す

　
市
・
県
民
税
は
、
金
融
機
関
の
ほ
か
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
で
も
納
付
が
で
き
ま
す
。

【
納
期
限
】

　
普
通
徴
収
の
場
合
は
年
４
回
で
、６
月・

８
月
・
10
月
・
１
月
の
各
月
末
が
納
期
限

で
す
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日

　
給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
っ
て
徴

収
す
る
税
額
な
ど
は
、
事
業
所
へ
送
付
す

る
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
書
で
給
与
、
公
的
年

金
等
に
係
る
所
得
以
外
（
４
月
１
日
現
在

65
歳
未
満
の
人
は
給
与
所
得
以
外
）
の
所

得
に
係
る
住
民
税
の
徴
収
方
法
の
欄
に

「
自
分
で
納
付
」
を
選
択
し
た
場
合
は
、

課
税
計
算
の
結
果
に
よ
り
納
税
通
知
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

【
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し

（
特
別
徴
収
）
の
対
象
と
な
る
人
へ
】

　
４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
人
で
年
金

所
得
に
対
し
て
市
・
県
民
税
の
納
税
義
務

が
あ
る
人
は
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
に
よ
っ
て
徴
収
し
ま
す
。

※
今
年
度
65
歳
に
な
り
、
新
た
に
特
別
徴

収
の
対
象
に
な
る
人
は
、
次
の
表
の
計

算
方
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
公
的
年
金
以
外
の
所
得
に
対
す
る
市
・

県
民
税
額
は
、
普
通
徴
収
ま
た
は
給
与

か
ら
の
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
て
い
な
い
人
や
、
市
・
県
民
税
が

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
額
を
超
え
る
人

は
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

納付書で収める
（普通徴収）

年金から引き落とす
（特別徴収）

６月 ８月 10月 12月
令和４年
２月

年税額の
４分の１ずつ 年税額の６分の１ずつ

この封筒をご確認ください

水
道
週
間
（
６
月
１
日
〜
７
日
）

　
新
し
く
水
道
を
引
く
場
合
や
家
庭
内
の

水
道
工
事
を
す
る
場
合
は
、「
伊
賀
市
上

下
水
道
部
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

（
以
下
、
工
事
事
業
者
）」
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
工
事
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
水
道
工
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
「
く
ら
し
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

水
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
水
道
メ
ー

タ
ー
が
回
っ
て
い
た
ら
、
宅
地
内
の
ど
こ

か
で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
漏
水
は
大
切
な
水
を
無
駄
に
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
家
庭
の
水
道
料
金
負
担
を

大
き
く
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、

ま
ず
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止

水
栓
（
元
栓
）
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

　
修
理
や
点
検
に
つ
い
て
は
、
工
事
事
業

者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
道
路
や
、
道
路
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま

で
の
間
で
水
漏
れ
を
見
つ
け
た
場
合
は

水
道
工
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
計
量
法
に
基
づ
き
、
設
置
後
７
年
を
経

過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
を
計

画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
家
庭

に
は
、
時
期
な
ど
を
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
た
あ
と
工
事
事
業
者
が
訪
問
し
、
水
道

メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

○
水
道
の
給
水
申
し
込
み
・
漏
水
・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
な
ど

　
上
下
水
道
部
水
道
工
務
課　
☎
24
・
０
０
０
２　
℻  
24
・
０
０
０
６

○
検
針
・
開
閉
栓
・
料
金
な
ど

　
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー　
☎
24
・
０
０
１
３　
℻  
24
・
０
０
０
７

令
和
３
年
度
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
生
活
も　
ウ
イ
ル
ス
予
防
も

　
蛇
口
か
ら
』

　
水
道
は
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
水
道
を
は
じ
め
電
気
や
ガ

ス
な
ど
は
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
、

皆
さ
ん
の
生
活
を
24
時
間
休
む
こ
と
な

く
支
え
て
い
ま
す
。

水
道
工
事
の
申
込
方
法

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
の
お
知
ら
せ

も
し
水
漏
れ
を
発
見
し
た
ら

19 2021.6



「ファミリー・サポート・センター」

【申込先・問い合わせ】
　伊賀市ファミリー・サポート・センター
　☎  26-7830　℻  22-9666
　 igafsc@ict.ne.jp
　月曜日～金曜日（※祝日を除く。）・
　第３土曜日
　午前８時 30分～午後５時 15分

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

◆圏域の子育てを支援するために
　ファミリー ･サポート ･センターは、お互いの信頼
と了解の上で、子育てを助けてほしい人（依頼会員）
と、子育てのお手伝いができる人（提供会員）で構成
する、一時的に子どもを預かる会員組織で、地域の中
で助け合いながら子育てをする有償のボランティア活
動です。

【活動内容】　依頼会員の要望に応じて、次のような内
容で提供会員を派遣します。
○保育所（園）・学校などの通園、登下校前後の預かり・
送迎

○保育所（園）・学校などが休みのときの預かり
○保護者などの冠婚葬祭・求職活動などで外出すると
きの預かり

○保護者などの病気、その他急用のときの預かりなど
【利用料金】
○基本の預かり
　午前７時～午後７時：700円／時間
　それ以外の時間：８00円／時間
○緊急、病児・病後児の預かり
　午前７時～午後７時：1,000 円／時間
　それ以外の時間：1,200 円／時間
○宿泊での預かり
　午後 10時～翌朝６時：5,000 円／回
【活動場所】　提供会員の自宅で行うのが基本ですが、
ご相談に応じます。

◆利用方法
　依頼会員になるためには、事前登録が必要です（随
時受付）。入会金、年会費は必要ありません。事前登
録は窓口で受付しています。
※聞き取りなどを行いますので、郵送では受け付けて
いません。

※活動中の事故に備え、補償保険に加入します。（保
険料の会員負担はありません。）

※子どもを預かる前に、事前打ち合わせを行います。

◆提供会員になりませんか
　提供会員として登録できるのは、養成講座を受講し
認定された人です。依頼会員と提供会員を兼ねること
ができますので、子育て中の人も受講できます。
【と　き】
○２日間コース
　６月 28日㈪・７月 10日㈯
○４日間コース
　６月 28日㈪・７月４日㈰・５日㈪・10日㈯
【ところ】　ハイトピア伊賀
【申込期限】　６月 18日㈮
※講座の内容や申込方法など、詳しくは市ホームペー
ジをご覧いただくか、お問い合わせください。
※テキスト代（2,000 円）が必要です。
※保育士・看護師・栄養士などの免許を持っている場
合は、講習の一部が免除されます。
※託児を希望する場合は、申し込み時にご相談くだ
さい。

伊賀上野城
旧上野市庁舎 だんじり会館

上野天神宮

伊賀鉄道

ハイトピア伊賀
うえのし

銀
座
通
り

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良
県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、医
療や防災、観光などを連携して事業に取り組
んでいます。

図書館
　だより

■一般書　
『物語のものがたり』

梨木　香歩／著
『むしろ、考える家事』

山崎　ナオコーラ／著

■児童書　
『妖怪コンビニで、バイトはじめました。』

令丈　ヒロ子／著
『わたし、パリにいったの』

たかどの　ほうこ／著

■絵　本
『ありえない !』
エリック・カール／作、アーサー・ビナード／訳
『はしごしゃののびるくん』
正高　もとこ／作、鎌田　歩／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

と　き ところ 催物（読み手）

8 日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

10日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

12日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

15日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

16日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

18日㈮ 10：00～ いがまち複合施設小ホール
（旧ふるさと会館いが）絵本の時間（お話の国アリス）

20日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

23日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

24日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

【と　き】　６月 18日㈮　午後６時～７時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　藤堂藩研究と久保文武
【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
※駐車場は、上野図書館駐車場または、市営上野
公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利用
ください。
※今年度は、６月から 12月まで、毎月全７回行
います。令和４年１・２・３月はありません。

　伊賀地域に伝わる民話などを読み語ります。写
真や絵と一緒に地元のおはなしを楽しみませんか。
【と　き】　６月26日㈯　午後２時～（40 分程度）
【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室
【絵本読み手】　ボランティアグループ　いがぐり、
よもよも、ちいさなねこ
【対象者】　小学生　※保護者同伴可
※３歳未満の子どもの入室は、ご遠慮ください。
【定　員】　先着 10組程度
【申込受付開始日】　６月 11日㈮　午前９時～
【申込方法】　電話または来館
【申込先・問い合わせ】　上野図書館

◆郷土の歴史夜咄会

◆こんなん知ってる？伊賀に伝わるおはなしの会

※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、参加
者の人数を制限しています。

■一般書
『どこへ行っても恥をかかない
世界の「常識」図鑑』

御手洗　昭治／編著

■児童書
『おすしやさんにいらっしゃい ! 』

おかだ　だいすけ／文
遠藤　宏／写真

■絵　本　
『モルモットのちゃもとけだまーず』

なかや　みわ／さく
　動物園にすむモルモットのちゃもは、橋
をわたるのが怖くて、あそび場の「モルや
ま」まで行くことができません。すると、
ちゃものぬけ毛でできた「けだまーず」が
現れて、ちゃもを誘って、外へ飛び出しま
した。迷路も楽しむことのできる絵本です。

司書のおすすめ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
６月の読み聞かせ
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「ファミリー・サポート・センター」

【申込先・問い合わせ】
　伊賀市ファミリー・サポート・センター
　☎  26-7830　℻  22-9666
　 igafsc@ict.ne.jp
　月曜日～金曜日（※祝日を除く。）・
　第３土曜日
　午前８時 30分～午後５時 15分

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

◆圏域の子育てを支援するために
　ファミリー ･サポート ･センターは、お互いの信頼
と了解の上で、子育てを助けてほしい人（依頼会員）
と、子育てのお手伝いができる人（提供会員）で構成
する、一時的に子どもを預かる会員組織で、地域の中
で助け合いながら子育てをする有償のボランティア活
動です。

【活動内容】　依頼会員の要望に応じて、次のような内
容で提供会員を派遣します。
○保育所（園）・学校などの通園、登下校前後の預かり・
送迎
○保育所（園）・学校などが休みのときの預かり
○保護者などの冠婚葬祭・求職活動などで外出すると
きの預かり
○保護者などの病気、その他急用のときの預かりなど
【利用料金】
○基本の預かり
　午前７時～午後７時：700円／時間
　それ以外の時間：８00円／時間
○緊急、病児・病後児の預かり
　午前７時～午後７時：1,000 円／時間
　それ以外の時間：1,200 円／時間
○宿泊での預かり
　午後 10時～翌朝６時：5,000 円／回
【活動場所】　提供会員の自宅で行うのが基本ですが、
ご相談に応じます。

◆利用方法
　依頼会員になるためには、事前登録が必要です（随
時受付）。入会金、年会費は必要ありません。事前登
録は窓口で受付しています。
※聞き取りなどを行いますので、郵送では受け付けて
いません。
※活動中の事故に備え、補償保険に加入します。（保
険料の会員負担はありません。）
※子どもを預かる前に、事前打ち合わせを行います。

◆提供会員になりませんか
　提供会員として登録できるのは、養成講座を受講し
認定された人です。依頼会員と提供会員を兼ねること
ができますので、子育て中の人も受講できます。
【と　き】
○２日間コース
　６月 28日㈪・７月 10日㈯
○４日間コース
　６月 28日㈪・７月４日㈰・５日㈪・10日㈯
【ところ】　ハイトピア伊賀
【申込期限】　６月 18日㈮
※講座の内容や申込方法など、詳しくは市ホームペー
ジをご覧いただくか、お問い合わせください。
※テキスト代（2,000 円）が必要です。
※保育士・看護師・栄養士などの免許を持っている場
合は、講習の一部が免除されます。
※託児を希望する場合は、申し込み時にご相談くだ
さい。

伊賀上野城
旧上野市庁舎 だんじり会館

上野天神宮

伊賀鉄道

ハイトピア伊賀
うえのし

銀
座
通
り

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良
県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、医
療や防災、観光などを連携して事業に取り組
んでいます。

図書館
　だより

■一般書　
『物語のものがたり』

梨木　香歩／著
『むしろ、考える家事』

山崎　ナオコーラ／著

■児童書　
『妖怪コンビニで、バイトはじめました。』

令丈　ヒロ子／著
『わたし、パリにいったの』

たかどの　ほうこ／著

■絵　本
『ありえない !』
エリック・カール／作、アーサー・ビナード／訳
『はしごしゃののびるくん』
正高　もとこ／作、鎌田　歩／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

と　き ところ 催物（読み手）

8 日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

10日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

12日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

15日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

16日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

18日㈮ 10：00～ いがまち複合施設小ホール
（旧ふるさと会館いが）絵本の時間（お話の国アリス）

20日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

23日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

24日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

【と　き】　６月 18日㈮　午後６時～７時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　藤堂藩研究と久保文武
【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
※駐車場は、上野図書館駐車場または、市営上野
公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利用
ください。

※今年度は、６月から 12月まで、毎月全７回行
います。令和４年１・２・３月はありません。

　伊賀地域に伝わる民話などを読み語ります。写
真や絵と一緒に地元のおはなしを楽しみませんか。
【と　き】　６月26日㈯　午後２時～（40 分程度）
【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室
【絵本読み手】　ボランティアグループ　いがぐり、
よもよも、ちいさなねこ
【対象者】　小学生　※保護者同伴可
※３歳未満の子どもの入室は、ご遠慮ください。
【定　員】　先着 10組程度
【申込受付開始日】　６月 11日㈮　午前９時～
【申込方法】　電話または来館
【申込先・問い合わせ】　上野図書館

◆郷土の歴史夜咄会

◆こんなん知ってる？伊賀に伝わるおはなしの会

※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、参加
者の人数を制限しています。

■一般書
『どこへ行っても恥をかかない
世界の「常識」図鑑』

御手洗　昭治／編著

■児童書
『おすしやさんにいらっしゃい ! 』

おかだ　だいすけ／文
遠藤　宏／写真

■絵　本　
『モルモットのちゃもとけだまーず』

なかや　みわ／さく
　動物園にすむモルモットのちゃもは、橋
をわたるのが怖くて、あそび場の「モルや
ま」まで行くことができません。すると、
ちゃものぬけ毛でできた「けだまーず」が
現れて、ちゃもを誘って、外へ飛び出しま
した。迷路も楽しむことのできる絵本です。

司書のおすすめ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
６月の読み聞かせ
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情報交流ひろば
となりまち　いが· こうか · かめやま

甲賀市甲賀市

　忍者ゲームを制作す
る㈱シティコネクショ
ンと甲賀市が連携協定
を結びました。同社は
昭和 60年代に家庭用
ゲームソフトで「忍者
じゃじゃ丸くん」を生み出し大ヒットしました。
　今後販売する同ゲームソフトに甲賀市の名所や
名物を登場させようと開発中です。
　今後の「じゃじゃ丸くん」にご期待ください。

【問い合わせ】　秘書広報課　☎ 0748-69-2101

甲賀市×忍者じゃじゃ丸くん
～ゲームの中に甲賀市が登場～

亀山市亀山市
鈴
すずかのせきあと
鹿関跡 国史跡に！ 

～関町の名前の由来となった遺跡～
　鈴鹿関は、奈良時
代に不

ふ

破
わの

関
せき

（岐阜
県）、愛

あら

発
ちの

関
せき

（福井
県）とともに律令三

さん

関
げん

と呼ばれ、古代国
家にとって最も重要
とされた交通管理施
設です。発見された
築
つい

地
じ

塀
べい

跡の歴史的な
価値が認められ、令
和３年３月26日に
国史跡に指定されま
した。
　詳しい情報や発掘
調査現場の様子を動
画で紹介していますので、ぜひご覧く
ださい。
【問い合わせ】　
　亀山市文化スポーツ課まちなみ文化財グループ
　☎ 0595-96-1218

芭蕉翁記念館だより

　梅雨の時期は、現代の暦では６月、旧暦では５
月にあたります。そのため「梅雨」は「五

さ み だ れ

月雨」
とも呼ばれています。
　　五月雨に鶴の足みじかくなれり
　芭蕉さんは 30歳代後半に江戸日本橋から隅田
川のほとりの深川に移住します。この句は移住し
て間もない頃に詠まれました。
　降り続く五月雨で沢などの水かさが増したこと
で、水中に立っている鶴の長い足が思いがけず短
くなってしまった、というのです。五・五・七の
破
は

調
ちょう

（五・七・五の定型を破った）の句で、五月
雨の様子をユーモラスに捉えています。
♦企画展「芭蕉さんがいっぱい」開催中
　６月 27日㈰まで
　ギャラリートーク
　６月 20日㈰　午後 1時 30分～
【問い合わせ】
○文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

　桑町駅は、梅雨の合間の気持ちよく晴れた日におす
すめしたい、魅力の沿線スポットです。レトロで素朴
な駅舎の後ろに広がる空を目にすると、何とも言えな
い懐かしさがこみあげてきます。
　伊賀線沿線
には、大切な
ふるさとの光
景を形づく
る建造物とし
て、令和３年
２月４日に国
登録有形文化
財に登録され
た上野市駅舎・桑町跨

こ
線
せん
橋
きょう
・小田拱

こう
橋
きょう
・小田第二暗

あん
渠
きょ

もあります。ぜひ、伊賀鉄道に乗ってこれらのスポッ
トを訪ねてみてください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

忍者線（伊賀線）だより

さつき晴れに沿線レトロを訪ねる

オンラインゲームと子どもたち　－伊賀支所振興課－
　コロナ禍で外に出ることが少なくなり、新しい生
活様式としてリモートワークやオンライン会議な
ど、インターネットを使った新しい環境づくりが進
められています。
　今、子どもたちの間でも、家庭用ゲーム機やスマー
トフォンを使ってインターネットにアクセスするオ
ンラインゲームが流行しています。多くの子どもた
ちはオンラインゲームを通じて、国や地域を越えた
さまざまな人と交流しながら会話ややりとりを楽し
んでいるようです。
　しかし、大人からすると、子どもがインターネッ
トの世界で何をしているのか非常に分かりにくく、
指導が難しいという一面もあります。
　学校関係者からは、子どもが「夜遅くまでオンラ
インゲームで遊んでいて、日中寝不足になってい
る」、「オンラインゲームに熱中しすぎて暴言を吐く

ようになり、その言葉を学校で使ってしまう」、「ゲー
ムを効率的に進めようと思うあまり、課金の落とし
穴にはまってしまう」、「知らない大人とつながって
しまう」などの声を聞きます。
　私たちは、今こそ「顔が見える関係性」の中で子
どもたちと向き合い、話し合っていくべきなのでは
ないでしょうか。
　子どもと関わる多くの学校関係者、保護者の皆さ
んには「夜は早く寝る」、「暴言を吐かない」、「課金
に気を付ける」、「インターネットの世界で知らない
人とつながるときには、個人情報を伝えることは絶
対にしない」ということを子どもたちの顔を見て、
しっかりと伝えていただきたいと思います。私も地
域の一員として、インターネットの適切な利用法を
子どもたちと共に学びながら、伊賀市の未来を担う
子どもたちの育ちと学びを支えていきたいです。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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情報交流ひろば
となりまち　いが· こうか · かめやま

甲賀市甲賀市

　忍者ゲームを制作す
る㈱シティコネクショ
ンと甲賀市が連携協定
を結びました。同社は
昭和 60年代に家庭用
ゲームソフトで「忍者
じゃじゃ丸くん」を生み出し大ヒットしました。
　今後販売する同ゲームソフトに甲賀市の名所や
名物を登場させようと開発中です。
　今後の「じゃじゃ丸くん」にご期待ください。

【問い合わせ】　秘書広報課　☎ 0748-69-2101

甲賀市×忍者じゃじゃ丸くん
～ゲームの中に甲賀市が登場～

亀山市亀山市
鈴
すずかのせきあと
鹿関跡 国史跡に！ 

～関町の名前の由来となった遺跡～
　鈴鹿関は、奈良時
代に不

ふ

破
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関
せき

（岐阜
県）、愛
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発
ちの
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（福井
県）とともに律令三
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関
げん

と呼ばれ、古代国
家にとって最も重要
とされた交通管理施
設です。発見された
築
つい

地
じ

塀
べい

跡の歴史的な
価値が認められ、令
和３年３月26日に
国史跡に指定されま
した。
　詳しい情報や発掘
調査現場の様子を動
画で紹介していますので、ぜひご覧く
ださい。
【問い合わせ】　
　亀山市文化スポーツ課まちなみ文化財グループ
　☎ 0595-96-1218

芭蕉翁記念館だより

　梅雨の時期は、現代の暦では６月、旧暦では５
月にあたります。そのため「梅雨」は「五

さ み だ れ

月雨」
とも呼ばれています。
　　五月雨に鶴の足みじかくなれり
　芭蕉さんは 30歳代後半に江戸日本橋から隅田
川のほとりの深川に移住します。この句は移住し
て間もない頃に詠まれました。
　降り続く五月雨で沢などの水かさが増したこと
で、水中に立っている鶴の長い足が思いがけず短
くなってしまった、というのです。五・五・七の
破
は

調
ちょう

（五・七・五の定型を破った）の句で、五月
雨の様子をユーモラスに捉えています。
♦企画展「芭蕉さんがいっぱい」開催中
　６月 27日㈰まで
　ギャラリートーク
　６月 20日㈰　午後 1時 30分～
【問い合わせ】
○文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

　桑町駅は、梅雨の合間の気持ちよく晴れた日におす
すめしたい、魅力の沿線スポットです。レトロで素朴
な駅舎の後ろに広がる空を目にすると、何とも言えな
い懐かしさがこみあげてきます。
　伊賀線沿線
には、大切な
ふるさとの光
景を形づく
る建造物とし
て、令和３年
２月４日に国
登録有形文化
財に登録され
た上野市駅舎・桑町跨
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もあります。ぜひ、伊賀鉄道に乗ってこれらのスポッ
トを訪ねてみてください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

忍者線（伊賀線）だより

さつき晴れに沿線レトロを訪ねる

オンラインゲームと子どもたち　－伊賀支所振興課－
　コロナ禍で外に出ることが少なくなり、新しい生
活様式としてリモートワークやオンライン会議な
ど、インターネットを使った新しい環境づくりが進
められています。
　今、子どもたちの間でも、家庭用ゲーム機やスマー
トフォンを使ってインターネットにアクセスするオ
ンラインゲームが流行しています。多くの子どもた
ちはオンラインゲームを通じて、国や地域を越えた
さまざまな人と交流しながら会話ややりとりを楽し
んでいるようです。
　しかし、大人からすると、子どもがインターネッ
トの世界で何をしているのか非常に分かりにくく、
指導が難しいという一面もあります。
　学校関係者からは、子どもが「夜遅くまでオンラ
インゲームで遊んでいて、日中寝不足になってい
る」、「オンラインゲームに熱中しすぎて暴言を吐く

ようになり、その言葉を学校で使ってしまう」、「ゲー
ムを効率的に進めようと思うあまり、課金の落とし
穴にはまってしまう」、「知らない大人とつながって
しまう」などの声を聞きます。
　私たちは、今こそ「顔が見える関係性」の中で子
どもたちと向き合い、話し合っていくべきなのでは
ないでしょうか。
　子どもと関わる多くの学校関係者、保護者の皆さ
んには「夜は早く寝る」、「暴言を吐かない」、「課金
に気を付ける」、「インターネットの世界で知らない
人とつながるときには、個人情報を伝えることは絶
対にしない」ということを子どもたちの顔を見て、
しっかりと伝えていただきたいと思います。私も地
域の一員として、インターネットの適切な利用法を
子どもたちと共に学びながら、伊賀市の未来を担う
子どもたちの育ちと学びを支えていきたいです。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

すくすくひろば 未就園児 ５日㈪・12日㈪・
19日㈪・26日㈪ 10：00～ たなばたまつり

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 14日㈬・21日㈬・
28日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 11日㈰ 10：00～ 水鉄砲で遊ぼうの巻

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 ７日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
妊婦・０～１歳 ８日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 15日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 ５日㈪ 10：00～ みんなでたなばた（定員 10組）※予約受付：6/29 ㈫　9：00～

のびっこひろば 未就学児 12日㈪ 10：00～ のびっこ教室（定員 10組）※予約受付：7/6 ㈫　9：00～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 16日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り（定員10 組）※予約受付：7/9 ㈮　9：00～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

おたのしみひろば
　大山田子育て支援センターでは、親子が気軽に集まって、子育て仲間の輪が
広がる場となるように、感染対策を行いながら事業を行っています。
　「おたのしみひろば」は、月１回、ふれあい遊び、絵本の読み聞かせや工作など、
親子で楽しむことができるイベントです。
　この日は、子どもと一緒に手遊びをした後は、こいのぼりづくりをしました。
子どもたちは、支援センター職員から、できあがる前のこいのぼりを渡される
と、しっぽに見立てたビニールテープを割いたり、シールを貼ったりして最後
の仕上げをしました。風が強くて外で遊ぶことができませんでしたが、できあ
がったこいのぼりを振ったりして親子で楽しみました。
　子育て支援センターのイベントは事前予約が必要です。参加を希望される場
合は、各子育て支援センターにお問い合わせください。

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
離乳食教室 ４～５カ月の親子 ７日㈬ 14：00～ 定員３人　※予約制
赤ちゃんなんでも相談・
はついく相談会 26日㈪ 13：30～

７月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●子育て包括支援センター　☎22-9665　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00

土曜ふれあい広場 未就学児 ３日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

公開講座 未就学児 14日㈬ 10：00～ 英語で遊ぼう（定員 40人）※予約受付：6/30 ㈬　9：00～
場所：青山福祉センター

キラキラぷち① 2020年
４～７月生まれ 15日㈭ 10：00～ からだ育て体操と歯のおはなし （定員10組）

※予約受付：7/8 ㈭　9：00～

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 16日㈮ 14：30～ 音楽と親子サロン（定員 10組）※予約受付：7/9 ㈮　9：00～

すくすく Baby ７～ 11カ月 21日㈬ 14：30～ キッズコーチング（定員 10組）※予約受付：7/14 ㈬　9：00～

食育教室もぐもぐ １歳６カ月以上 30日㈮ 10：00～ 親子で楽しむ食育（定員 10組）※予約受付：7/16 ㈮　9：00～

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ２日㈮・９日㈮・
16日㈮・30日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

※30日㈮に予定していた水遊びは中止します。

おはなしひろば“わくわく” 未就学児 15日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ （定員 10組）※予約受付：7/1 ㈭　9：00～

赤ちゃんひろば　ミルキィ 今年生まれで満３カ月以上 21 日㈬ 10：30～ だっこ講座 （定員 15組）※予約受付：7/1 ㈭　9：00～

おたんじょう会 ７月生まれの未就学児 26日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：7/15 ㈭　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00

元気っこひろば 未就園児 ９日㈮ 10：00～ 親子体操（定員 15組）※予約受付：6/25 ㈮　9：00～

みんなあつまれ！ 未就園児 27日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：7/13 ㈫　9：00～

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診
６日㈫

13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

20日㈫

３歳児健診
（３歳６カ月児） ８日㈭ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

２日㈮ 10：00～ 11：40 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくはホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

９日㈮ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30 伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）
16日㈮ 10：00～ 11：30
21日㈬ 10：00～ 11：40 青山保健センター

27日㈫ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 27日㈫ 10：00～ 歯の個別相談＆写真アート（定員 15組）※予約受付：7/20 ㈫　9：00 ～
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

すくすくひろば 未就園児 ５日㈪・12日㈪・
19日㈪・26日㈪ 10：00～ たなばたまつり

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 14日㈬・21日㈬・
28日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 11日㈰ 10：00～ 水鉄砲で遊ぼうの巻

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 ７日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
妊婦・０～１歳 ８日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 15日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 ５日㈪ 10：00～ みんなでたなばた（定員 10組）※予約受付：6/29 ㈫　9：00～

のびっこひろば 未就学児 12日㈪ 10：00～ のびっこ教室（定員 10組）※予約受付：7/6 ㈫　9：00～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 16日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り（定員10 組）※予約受付：7/9 ㈮　9：00～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

おたのしみひろば
　大山田子育て支援センターでは、親子が気軽に集まって、子育て仲間の輪が
広がる場となるように、感染対策を行いながら事業を行っています。
　「おたのしみひろば」は、月１回、ふれあい遊び、絵本の読み聞かせや工作など、
親子で楽しむことができるイベントです。
　この日は、子どもと一緒に手遊びをした後は、こいのぼりづくりをしました。
子どもたちは、支援センター職員から、できあがる前のこいのぼりを渡される
と、しっぽに見立てたビニールテープを割いたり、シールを貼ったりして最後
の仕上げをしました。風が強くて外で遊ぶことができませんでしたが、できあ
がったこいのぼりを振ったりして親子で楽しみました。
　子育て支援センターのイベントは事前予約が必要です。参加を希望される場
合は、各子育て支援センターにお問い合わせください。

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
離乳食教室 ４～５カ月の親子 ７日㈬ 14：00～ 定員３人　※予約制
赤ちゃんなんでも相談・
はついく相談会 26日㈪ 13：30～

７月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●子育て包括支援センター　☎22-9665　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00

土曜ふれあい広場 未就学児 ３日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

公開講座 未就学児 14日㈬ 10：00～ 英語で遊ぼう（定員 40人）※予約受付：6/30 ㈬　9：00～
場所：青山福祉センター

キラキラぷち① 2020年
４～７月生まれ 15日㈭ 10：00～ からだ育て体操と歯のおはなし （定員10組）

※予約受付：7/8 ㈭　9：00～

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 16日㈮ 14：30～ 音楽と親子サロン（定員 10組）※予約受付：7/9 ㈮　9：00～

すくすく Baby ７～ 11カ月 21日㈬ 14：30～ キッズコーチング（定員 10組）※予約受付：7/14 ㈬　9：00～

食育教室もぐもぐ １歳６カ月以上 30日㈮ 10：00～ 親子で楽しむ食育（定員 10組）※予約受付：7/16 ㈮　9：00～

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ２日㈮・９日㈮・
16日㈮・30日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

※30日㈮に予定していた水遊びは中止します。

おはなしひろば“わくわく” 未就学児 15日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ （定員 10組）※予約受付：7/1 ㈭　9：00～

赤ちゃんひろば　ミルキィ 今年生まれで満３カ月以上 21 日㈬ 10：30～ だっこ講座 （定員 15組）※予約受付：7/1 ㈭　9：00～

おたんじょう会 ７月生まれの未就学児 26日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：7/15 ㈭　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00

元気っこひろば 未就園児 ９日㈮ 10：00～ 親子体操（定員 15組）※予約受付：6/25 ㈮　9：00～

みんなあつまれ！ 未就園児 27日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：7/13 ㈫　9：00～

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診
６日㈫

13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

20日㈫

３歳児健診
（３歳６カ月児） ８日㈭ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

２日㈮ 10：00～ 11：40 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくはホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

９日㈮ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30 伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）
16日㈮ 10：00～ 11：30
21日㈬ 10：00～ 11：40 青山保健センター

27日㈫ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 27日㈫ 10：00～ 歯の個別相談＆写真アート（定員 15組）※予約受付：7/20 ㈫　9：00 ～
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※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

春季だんじり入替作業

１．貴重な作品を展示しま
した。
２・３．さまざまな年代の
人が莫山の作品を楽しみま
した。
４．訪れた人は莫山の作風
の変化や「詩書画一体」の
表現に見入っていました。

１．だんじり会館から運び
出されるだんじり。
２．慎重に踏切を越えます。
３．蔵へ向かう様子。
４．半年ぶりにだんじりが
町の蔵に戻りました。

　４月 16日㈮から５月９日㈰まで、ミュージアム青山讃
うたのいえ
頌舎で「榊

莫山展―古郷・伊賀に帰る―」を開催しました。
　この企画展は、伊賀市出身の書家、榊莫山（1926 ～ 2010）の
没後 10周年を記念し、三重県立美術館所蔵の作品を展示し、莫山
の芸術の軌跡をたどりました。
　期間中、新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、たくさん
の人が訪れ、莫山の芸術の世界に触れていました。

　４月 18日㈰、上野市街地でだんじりの入れ替えが行われました。
　だんじり会館では、上野天神祭のだんじりを常時３基展示してい
ます。毎年、春と秋に入れ替えられ、９つの町のだんじりが交代で
展示されます。
　今回は上野小玉町、上野中町、上野新町のだんじりが各町の蔵へ
運ばれ、上野東町、上野魚町、上野向島町のだんじりが会館に設置
され、秋の天神祭まで展示されます。

榊
さかき
 莫
ばく
山
ざん
展

１

１

２

２

３

３

４

４

まま ちち かか どど 通通 信信

　４月 10日㈯と 24日㈯、ハイトピア伊賀で「伊賀市の未来を創造
する図書館ワークショップ」を行いました。
　市では、上野図書館を現在地から旧上野市庁舎へ移転し、整備する
ことを計画しています。そこで、図書館の機能など、新しい図書館の
あり方を参加者同士で意見交換しました。
　参加者からは、図書館の既成概念にとらわれない伊賀市らしい図書
館についてのアイデアがたくさん出されました。

伊賀市の未来を創造する図書館ワークショップ

１．グループに分かれて意見交換を
している様子。
２・３．独創性に富んだアイデアが
次々と出されました。
４．最後にグループで話し合ったこ
とを発表しました。

１

２ ３ ４

　４月 16日㈮、市内牧場で伊賀牛地域内一貫肥育モデル事業によ
り初めて誕生した仔牛が、繁殖農家から素牛育成農家に引き渡され
ました。
　この事業は、市内畜産農家が和牛の繁殖、肥育、出荷までの工程
を行い、「伊賀生まれ・伊賀育ち」の伊賀牛の地域内一貫肥育と、
伊賀牛のブランド力の強化をめざしています。
１・２．仔牛の引き渡し式の様子。３．モデル牛第 1号の認定証。
４．受精卵移植で誕生した仔牛。

伊賀牛地域内一貫肥育モデル事業

２

１

３ ４
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※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

春季だんじり入替作業

１．貴重な作品を展示しま
した。
２・３．さまざまな年代の
人が莫山の作品を楽しみま
した。
４．訪れた人は莫山の作風
の変化や「詩書画一体」の
表現に見入っていました。

１．だんじり会館から運び
出されるだんじり。
２．慎重に踏切を越えます。
３．蔵へ向かう様子。
４．半年ぶりにだんじりが
町の蔵に戻りました。

　４月 16日㈮から５月９日㈰まで、ミュージアム青山讃
うたのいえ
頌舎で「榊

莫山展―古郷・伊賀に帰る―」を開催しました。
　この企画展は、伊賀市出身の書家、榊莫山（1926 ～ 2010）の
没後 10周年を記念し、三重県立美術館所蔵の作品を展示し、莫山
の芸術の軌跡をたどりました。
　期間中、新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、たくさん
の人が訪れ、莫山の芸術の世界に触れていました。

　４月 18日㈰、上野市街地でだんじりの入れ替えが行われました。
　だんじり会館では、上野天神祭のだんじりを常時３基展示してい
ます。毎年、春と秋に入れ替えられ、９つの町のだんじりが交代で
展示されます。
　今回は上野小玉町、上野中町、上野新町のだんじりが各町の蔵へ
運ばれ、上野東町、上野魚町、上野向島町のだんじりが会館に設置
され、秋の天神祭まで展示されます。

榊
さかき
 莫
ばく
山
ざん
展
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まま ちち かか どど 通通 信信

　４月 10日㈯と 24日㈯、ハイトピア伊賀で「伊賀市の未来を創造
する図書館ワークショップ」を行いました。
　市では、上野図書館を現在地から旧上野市庁舎へ移転し、整備する
ことを計画しています。そこで、図書館の機能など、新しい図書館の
あり方を参加者同士で意見交換しました。
　参加者からは、図書館の既成概念にとらわれない伊賀市らしい図書
館についてのアイデアがたくさん出されました。

伊賀市の未来を創造する図書館ワークショップ

１．グループに分かれて意見交換を
している様子。
２・３．独創性に富んだアイデアが
次々と出されました。
４．最後にグループで話し合ったこ
とを発表しました。

１

２ ３ ４

　４月 16日㈮、市内牧場で伊賀牛地域内一貫肥育モデル事業によ
り初めて誕生した仔牛が、繁殖農家から素牛育成農家に引き渡され
ました。
　この事業は、市内畜産農家が和牛の繁殖、肥育、出荷までの工程
を行い、「伊賀生まれ・伊賀育ち」の伊賀牛の地域内一貫肥育と、
伊賀牛のブランド力の強化をめざしています。
１・２．仔牛の引き渡し式の様子。３．モデル牛第 1号の認定証。
４．受精卵移植で誕生した仔牛。

伊賀牛地域内一貫肥育モデル事業

２

１

３ ４
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　児童手当を受給している人は「児
童手当現況届」の提出が必要です。
現況届は、６月１日現在の状況を記
入し、児童手当を引き続き受給する
かどうかを確認するためのものです。
　提出がない場合、6月分以降の手
当が受給できなくなりますので、6
月上旬に市から届く現況届を期限ま
でに必ず提出してください。
【対象者】
　児童手当を受給している人
【提出期限】　６月 30日㈬
【提出先・問い合わせ】
○こども未来課
　☎ 22-9677　℻  22-9646
○各支所住民福祉課

【と　き】　６月 11日㈮～ 30日㈬
　午前９時～午後５時 30分
※土・日曜日を除く。
【ところ】　伊賀市教育研究センター
【問い合わせ】
○学校教育課
　☎ 22-9649　℻  22-9667　
○伊賀市教育研究センター
　☎ 21-8839

　子育てに関する悩みや障がいのあ
るお子さんの就学について、相談を
お受けします。
【と　き】
　７月 16日㈮、21日㈬、26日㈪、
27日㈫、28日㈬、29日㈭
【ところ】　ゆめぽりすセンター
　２階会議室
【申込方法】
　子どもが幼稚園・保育所（園）・
小学校に通っている場合は、それぞ
れの園（所）・学校を通じて申し込
んでください。
【申込期間】
　６月１日㈫～ 17日㈭
【申込先・問い合わせ】
　学校教育課
　☎ 22-9649　℻  22-9667

児童手当現況届の提出を
忘れずに

教科用図書展示

就学相談

【とき・内容】
○第１回：６月 15日㈫
　《１部》 
　午後１時 30分～２時 15分　
　「上野公園観光施設案内」
　講師：いがうえの語り部の会
　《２部》　午後２時 15分～３時
　「オンライン講座の体験」
　講師：伊賀上野ケーブルテレビ職員
○第２回：７月 27日㈫
　午後１時 30分～３時
　「人工知能の現状と近い将来」
　講師：三重短期大学生活科学科
　准教授　笠　浩一朗さん　
○第３回：９月 28日㈫
　午後１時 30分～３時
　「里山の生物多様性を考える」
　講師：名城大学農学部生物資源学科
　教授　山岸　健三さん　
【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室
【対象者】
　市内在住・在勤の 18歳以上の人
【問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

【とき・内容】
○第１回：８月 27日㈮
「部落差別解消推進法と人権教育
の課題～部落問題をどう語り、伝
えるのか～」
講師：（一社）ひょうご部落解放・人
権研究所　所長　石元　清英さん

○第２回：９月 17日㈮
「差別をなくす社会システムを創
造するために」
講師：近畿大学人権問題研究所　
主任教授　北口　末広さん

○第３回：10月 15日㈮
「児童生徒の SNS利用から考察す
る動向変容への知見」
講師：（公財）反差別・人権研究所
みえ　調査・研究員　
中村　尚生さん

○第４回：11月 16日㈫
「部落差別解消推進法を学ぶ」
講師：近畿大学人権問題研究所　
名誉教授　奥田　均さん

○第５回：12月 17日㈮
「心の窓を少し開くことから」
講師：関西外国語大学　教授
明石　一朗さん

※すべて午後７時から（90分程度）
【ところ】
　本庁舎　５階会議室 501
※すべて受講した人に修了証をお渡
しします。

※やむをえず欠席した場合は、1回
に限り、主催者指定の人権講演会
などを受講することで修了とみな
します。

【対象者】
　市内在住・在勤の人
【定　員】　40人
※過去に修了した人は受講できま
せん。

【申込方法】
　住所・氏名・連絡先を下記まで。
受講者には８月上旬に案内を郵送し
ます。
【申込期限】
　７月 16日㈮
【申込先・問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

悠々セミナー部落解放・人権大学講座

【とき・ところ】
①７月３日㈯　三重県四日市庁舎　
②７月 22日（木・祝）　三重県吉田山会館
③８月９日㈪　三重県吉田山会館
④８月 29日㈰　三重県四日市庁舎
※いずれも午前９時30 分～午後５時
【申込期限】
①６月 23日㈬　②７月 12日㈪
③７月 30日㈮　④８月 19日㈭
【受験手数料】　※１つの免許につき
○初心者：5,200 円
○免許取得者：3,900 円
【試験科目】
　知識試験・適性試験・技能試験
【提出書類】
　狩猟免許申請書・受験票・写真・
医師の診断書等・住民票抄本
※申込方法など詳しくはお問い合わ
せください。

【申込先・問い合わせ】
　三重県伊賀農林事務所
　森林・林業室　林業振興課
　☎ 24-8142　℻  24-8112

狩猟免許試験

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　同じ病気の人の話を聴いたり、お
互いの悩みを話したり、一人で悩ま
ずにお話しましょう。
【と　き】　７月１日㈭
　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階ミーティングルーム
【対象者】　がん患者・家族など
【申込方法】　電話
【申込先・問い合わせ】
　三重県がん相談支援センター
　☎ 059-223-1616
　℻  059-202-5911

がん患者と家族の方の
おしゃべりサロン in 伊賀

　ケーブルテレビ線を維持管理する
費用の一部、またはそれに相当する
料金を市が代わってケーブルテレビ
会社へ支払う制度です。
【対象世帯】
　次の①～⑤のいずれかに該当し、
かつケーブルテレビ放送事業者の視
聴契約が行政情報番組または行政放
送サービスのみの世帯
①身体障害者手帳１級または２級の
交付を受けた人がいる世帯
②療育手帳Ａの交付を受けた人がい
る世帯
③精神障害者保健福祉手帳１級の交
付を受けた人がいる世帯
④伊賀市福祉医療費の助成に関する
条例第２条第４項に規定する一人
親家庭等の児童が同居する世帯
⑤世帯全員が生活保護を受給してい
る世帯
※①～④は住民税非課税の世帯のみ
※すでに軽減制度を受けている人
は、引き続き受けられるか確認す
るため、現況届と承諾書の提出が
必要です。現況届と承諾書は６月
中旬に対象世帯へ郵送します。

【提出先・問い合わせ】
○広聴広報課
　☎ 22-9636　℻  22-9617
○各支所住民福祉課

　市の委託で活動している障がい者
相談員を紹介します。自身の経験を
もとに、相談を受けたりアドバイス
を行います。（順不同、敬称略）
◆身体
　山本　志賀子（比土）新規
　増永　秀美（島ヶ原）新規
　藤原　泰則（石川）
　橋本　たき子（久米町）
　赤井　聖功（阿保）
　浜口　恵美子（緑ケ丘本町）
　福地　申大（富永）
◆知的
　船見　泰子（緑ケ丘本町）
　海野　啓子（緑ケ丘西町）
【問い合わせ】
　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻  22-9662

ケーブルテレビ維持管理費等
負担軽減制度

障がい者相談員

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　伊賀地方で一番高く、別
名「伊賀富士」とも呼ばれる、
伊賀市高尾と津市美杉町との境
にそびえたつ山は（　　　）。
①大洞山
②尼ケ岳
③倶留尊山
④兜岳

（答えは 33ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　６月 22日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】　本庁舎　２階会議室202
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円。）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

　認知症の人やご家族、認知症に関
心のある人、地域の人など、誰でも
参加できるカフェです。
　「認知症について知りたい」「相談
したい」「仲間を作りたい」という
皆さん、ぜひお越しください。
【と　き】
　６月８日㈫　午前 10時～正午
※午前 10 時 30 分から約 20 分間
は、健康体操や脳トレなどのミニ
イベントを行います。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階健康ステーション
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

いがオレンジカフェ

【と　き】　７月 13日㈫
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　離乳食前期（1～ 2回食）の話・
離乳食の調理
【持ち物】
　母子手帳・筆記用具・エプロン・
三角巾・手ふきタオル
【定　員】　先着６人
【申込方法】　電話
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込受付開始日】
　６月 16日㈬
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

離乳食教室

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※右の２次元コードを読
み込んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。

「あんしん・防災ねっと」
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　児童手当を受給している人は「児
童手当現況届」の提出が必要です。
現況届は、６月１日現在の状況を記
入し、児童手当を引き続き受給する
かどうかを確認するためのものです。
　提出がない場合、6月分以降の手
当が受給できなくなりますので、6
月上旬に市から届く現況届を期限ま
でに必ず提出してください。
【対象者】
　児童手当を受給している人
【提出期限】　６月 30日㈬
【提出先・問い合わせ】
○こども未来課
　☎ 22-9677　℻  22-9646
○各支所住民福祉課

【と　き】　６月 11日㈮～ 30日㈬
　午前９時～午後５時 30分
※土・日曜日を除く。
【ところ】　伊賀市教育研究センター
【問い合わせ】
○学校教育課
　☎ 22-9649　℻  22-9667　
○伊賀市教育研究センター
　☎ 21-8839

　子育てに関する悩みや障がいのあ
るお子さんの就学について、相談を
お受けします。
【と　き】
　７月 16日㈮、21日㈬、26日㈪、
27日㈫、28日㈬、29日㈭
【ところ】　ゆめぽりすセンター
　２階会議室
【申込方法】
　子どもが幼稚園・保育所（園）・
小学校に通っている場合は、それぞ
れの園（所）・学校を通じて申し込
んでください。
【申込期間】
　６月１日㈫～ 17日㈭
【申込先・問い合わせ】
　学校教育課
　☎ 22-9649　℻  22-9667

児童手当現況届の提出を
忘れずに

教科用図書展示

就学相談

【とき・内容】
○第１回：６月 15日㈫
　《１部》 
　午後１時 30分～２時 15分　
　「上野公園観光施設案内」
　講師：いがうえの語り部の会
　《２部》　午後２時 15分～３時
　「オンライン講座の体験」
　講師：伊賀上野ケーブルテレビ職員
○第２回：７月 27日㈫
　午後１時 30分～３時
　「人工知能の現状と近い将来」
　講師：三重短期大学生活科学科
　准教授　笠　浩一朗さん　
○第３回：９月 28日㈫
　午後１時 30分～３時
　「里山の生物多様性を考える」
　講師：名城大学農学部生物資源学科
　教授　山岸　健三さん　
【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室
【対象者】
　市内在住・在勤の 18歳以上の人
【問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

【とき・内容】
○第１回：８月 27日㈮
「部落差別解消推進法と人権教育
の課題～部落問題をどう語り、伝
えるのか～」
講師：（一社）ひょうご部落解放・人
権研究所　所長　石元　清英さん
○第２回：９月 17日㈮
「差別をなくす社会システムを創
造するために」
講師：近畿大学人権問題研究所　
主任教授　北口　末広さん
○第３回：10月 15日㈮
「児童生徒の SNS利用から考察す
る動向変容への知見」
講師：（公財）反差別・人権研究所
みえ　調査・研究員　
中村　尚生さん
○第４回：11月 16日㈫
「部落差別解消推進法を学ぶ」
講師：近畿大学人権問題研究所　
名誉教授　奥田　均さん
○第５回：12月 17日㈮
「心の窓を少し開くことから」
講師：関西外国語大学　教授
明石　一朗さん
※すべて午後７時から（90分程度）
【ところ】
　本庁舎　５階会議室 501
※すべて受講した人に修了証をお渡
しします。
※やむをえず欠席した場合は、1回
に限り、主催者指定の人権講演会
などを受講することで修了とみな
します。

【対象者】
　市内在住・在勤の人
【定　員】　40人
※過去に修了した人は受講できま
せん。

【申込方法】
　住所・氏名・連絡先を下記まで。
受講者には８月上旬に案内を郵送し
ます。
【申込期限】
　７月 16日㈮
【申込先・問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

悠々セミナー部落解放・人権大学講座

【とき・ところ】
①７月３日㈯　三重県四日市庁舎　
②７月 22日（木・祝）　三重県吉田山会館
③８月９日㈪　三重県吉田山会館
④８月 29日㈰　三重県四日市庁舎
※いずれも午前９時30 分～午後５時
【申込期限】
①６月 23日㈬　②７月 12日㈪
③７月 30日㈮　④８月 19日㈭
【受験手数料】　※１つの免許につき
○初心者：5,200 円
○免許取得者：3,900 円
【試験科目】
　知識試験・適性試験・技能試験
【提出書類】
　狩猟免許申請書・受験票・写真・
医師の診断書等・住民票抄本
※申込方法など詳しくはお問い合わ
せください。

【申込先・問い合わせ】
　三重県伊賀農林事務所
　森林・林業室　林業振興課
　☎ 24-8142　℻  24-8112

狩猟免許試験

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　同じ病気の人の話を聴いたり、お
互いの悩みを話したり、一人で悩ま
ずにお話しましょう。
【と　き】　７月１日㈭
　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階ミーティングルーム
【対象者】　がん患者・家族など
【申込方法】　電話
【申込先・問い合わせ】
　三重県がん相談支援センター
　☎ 059-223-1616
　℻  059-202-5911

がん患者と家族の方の
おしゃべりサロン in 伊賀

　ケーブルテレビ線を維持管理する
費用の一部、またはそれに相当する
料金を市が代わってケーブルテレビ
会社へ支払う制度です。
【対象世帯】
　次の①～⑤のいずれかに該当し、
かつケーブルテレビ放送事業者の視
聴契約が行政情報番組または行政放
送サービスのみの世帯
①身体障害者手帳１級または２級の
交付を受けた人がいる世帯

②療育手帳Ａの交付を受けた人がい
る世帯

③精神障害者保健福祉手帳１級の交
付を受けた人がいる世帯

④伊賀市福祉医療費の助成に関する
条例第２条第４項に規定する一人
親家庭等の児童が同居する世帯

⑤世帯全員が生活保護を受給してい
る世帯

※①～④は住民税非課税の世帯のみ
※すでに軽減制度を受けている人
は、引き続き受けられるか確認す
るため、現況届と承諾書の提出が
必要です。現況届と承諾書は６月
中旬に対象世帯へ郵送します。

【提出先・問い合わせ】
○広聴広報課
　☎ 22-9636　℻  22-9617
○各支所住民福祉課

　市の委託で活動している障がい者
相談員を紹介します。自身の経験を
もとに、相談を受けたりアドバイス
を行います。（順不同、敬称略）
◆身体
　山本　志賀子（比土）新規
　増永　秀美（島ヶ原）新規
　藤原　泰則（石川）
　橋本　たき子（久米町）
　赤井　聖功（阿保）
　浜口　恵美子（緑ケ丘本町）
　福地　申大（富永）
◆知的
　船見　泰子（緑ケ丘本町）
　海野　啓子（緑ケ丘西町）
【問い合わせ】
　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻  22-9662

ケーブルテレビ維持管理費等
負担軽減制度

障がい者相談員

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　伊賀地方で一番高く、別
名「伊賀富士」とも呼ばれる、
伊賀市高尾と津市美杉町との境
にそびえたつ山は（　　　）。
①大洞山
②尼ケ岳
③倶留尊山
④兜岳

（答えは 33ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　６月 22日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】　本庁舎　２階会議室202
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円。）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

　認知症の人やご家族、認知症に関
心のある人、地域の人など、誰でも
参加できるカフェです。
　「認知症について知りたい」「相談
したい」「仲間を作りたい」という
皆さん、ぜひお越しください。
【と　き】
　６月８日㈫　午前 10時～正午
※午前 10 時 30 分から約 20 分間
は、健康体操や脳トレなどのミニ
イベントを行います。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階健康ステーション
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

いがオレンジカフェ

【と　き】　７月 13日㈫
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　離乳食前期（1～ 2回食）の話・
離乳食の調理
【持ち物】
　母子手帳・筆記用具・エプロン・
三角巾・手ふきタオル
【定　員】　先着６人
【申込方法】　電話
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込受付開始日】
　６月 16日㈬
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

離乳食教室

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※右の２次元コードを読
み込んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。

「あんしん・防災ねっと」
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

【と　き】　７月９日㈮
　午後７時 30分～９時
【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール
【内　容】
　人権トーク＆ライブ「伝えたいこ
の思い」
　講師：熊本県　人権バンド
　イソジンズ
【定　員】　80人
【申込方法】
　氏名・電話番号を下記まで。
【申込先・問い合わせ】
　ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160　℻  47-1162
　 raitopia@city.iga.lg.jp

【と　き】　６月 22日㈫・23日㈬
　午前９時～午後３時
【ところ】　上野総合市民病院
【内　容】
○１日目：感染予防対策、看護技術
（採血・点滴静注・血糖測定・吸引）、
医療機器の取り扱い、救急蘇生法
○２日目：病棟実習（看護業務体験）
【対象者】　看護師免許取得の人
※令和４年３月末までに取得予定の
人も参加できます。

【申込方法】　住所・氏名・年齢・電
話番号を下記まで。
※託児所があります。必要な人は、
申込時にご連絡ください。

【申込期限】　６月 18日㈮
【申込先・問い合わせ】
　上野総合市民病院　看護部
　☎ 24-1111　℻  24-1565
　 kango@iga-med.jp

ライトピア
人権フェスティバル

ナースのための
カムバックセミナー

　

●６月３日㈭・７月１日㈭
　午前９時 30分～ 11時 30分
　午後１時～４時
　本庁舎　１階ロビー
【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653
　℻   22-9666

献血のご案内

　図書館の運営に関して話し合う委
員を募集します。
【募集人数】　2人以内
【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○市内在住で満 18歳以上の人
○市議会議員・市職員でない人
【開催回数】　年２回程度
※原則、平日の昼間２時間程度
【任　期】
　８月１日㈰～令和５年７月31日㈪
【報　酬】　6,000 円 / 日
※市の規定に基づく。
【応募方法】
　応募動機（800 字以内・様式自
由）・住所・氏名（ふりがな）・生年
月日・性別・電話番号を明記の上、
下記まで。
【選考方法】　作文審査
※結果は７月中に通知します。
【応募期限】
　６月 30日㈬必着
【応募先・問い合わせ】
　上野図書館
　☎ 21-6868　℻  21-8999
　 ueno-tosho@city.iga.lg.jp　

　ラウンドアバウトは、信号機のな
い「環状交差点」で、速度抑制効果
が高く、交通事故の減少が期待でき、
電気を必要としないことから災害時
にも機能する交差点です。
　平成 31年３月から市役所の南西
側交差点において、仮設材で運用し
てきましたが、４月 28日㈬に本格
導入の工事が完成しました。

【問い合わせ】
　道路河川課
　☎ 22-9725　℻  22-9724

図書館協議会委員募集

ラウンドアバウト
完成しました

　地震や豪雨、洪水などの自然災害
により、住まいに被害を受けた人や、
亡くなった人のご遺族に災害見舞金
を支給します。
【支給額】
○住まいが全壊した場合  
　１世帯　　　100,000 円
○住まいが半壊した場合  
　１世帯　　　50,000 円
○住まいが床上浸水した場合  
　１世帯　　　20,000 円
○災害で死亡した場合　  
　１人につき　100,000 円
（被災程度の認定は、災害救助法の
取り扱いにならいます。）
※次の場合、見舞金は支給されま
せん。
○災害救助法の適用を受けたとき
○被災者生活再建支援法に規定す
る支援金を受給したとき
○伊賀市災害弔慰金または伊賀市
災害障害見舞金の支給、または
災害援護資金の貸付を受けた
とき
○故意または重大な過失により被
災したと認められるとき

【申請方法】　総合危機管理課へ伊賀
市災害見舞金支給申請書を提出して
ください。申請書を受付後、被害の
程度を判定し、支給金額を決定しま
す。詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻  22-9673

伊賀市災害見舞金制度

　広報いが５月号 29ページに掲載
した「甲種防火管理新規講習会」の
記事の電話番号に誤りがありまし
た。お詫びして訂正します。
【問い合わせ】　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻  24-9111

お詫びと訂正

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】
　７月４日㈰　午前８時 30分～
※雨天時は、会場・訓練内容を変更
します。

【ところ】
◆メイン会場
○青山・上野南分団：
　青山中学校グラウンド
◆サブ会場
○上野中分団：
　上野西小学校グラウンド
○上野西分団：
　成和西小学校グラウンド
○上野北分団：
　諏訪地区グラウンド
○上野東分団：
　府中小学校グラウンド
○伊賀分団：柘植中学校グラウンド
○島ヶ原分団：
　島ヶ原地区市民センター駐車場
○阿山分団：
　旧玉滝小学校グラウンド
○大山田分団：せせらぎ運動公園
※観覧席を準備する予定ですが、新
型コロナウイルス感染症対策によ
り変更する場合があります。

【訓練内容】　通常点検・機械器具点
検・火災想定訓練など
【問い合わせ】
　消防本部地域防災課
　☎ 24-9115　℻  24-9111

　地域防災の担い手となる女性防災
リーダーになりませんか。
【とき・内容】
○第１回：８月６日㈮
「過去の大規模災害の事例から学
ぼう」
講師：フレンテみえ職員
○第２回：10月 15日㈮
「男女共同参画の視点で防災・減
災を考える」
講師：（一社）GEN・J代表理事
田端八重子さん　
○第３回：12月３日㈮
「グループワーク」
講師：フレンテみえ職員
○第４回：令和４年２月４日㈮
「H

ハ グ

UGゲームにチャレンジ」
講師：総合危機管理課職員
※すべて午後７時～
【ところ】　ハイトピア伊賀
　4階ミーティングルーム
【対象者】
　市内在住・在勤の女性
【定　員】
　先着 15人程度
【申込方法】　住所・氏名・生年月日・
電話番号・メールアドレスを明記の
上、下記まで。
【申込期限】　８月４日㈬
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター　
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

消防団夏期訓練 女性防災リーダー
養成連続講座

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「外国人の人権」
　「子どもの人権Ⅱ」
【と　き】　６月１日㈫～ 29日㈫
【ところ】　本庁舎　３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「インターネットと人権」
【と　き】　６月１日㈫～ 29日㈫
※開館延長日　８日㈫・15日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728
◆青山公民館　人権啓発パネル展
「LGBT とは？さまざまな性につ
いて考える」

【と　き】
　６月16日 (水 )～７月6日 (火 )
【ところ】　青山公民館　１階ロビー
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211
◆いがまち人権パネル展
　「子どもの虐待問題について考える」
【と　き】　６月 8日㈫～ 24日㈭
※開館延長日　10 日㈭、17 日㈭、
24日㈭

【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展

　川東の春日神社の宮座行事調査の
報告と修理現場を公開します。
【と　き】　７月 17日㈯
　午後１時 30分～４時
※現場見学　午後３時～４時
【ところ】
　春日神社（川東 613）
【定　員】
　先着 30人
【申込方法】　電話
【申込期間】
　６月 21日㈪～７月９日㈮
　午前９時～午後５時　※平日のみ
【申込先・問い合わせ】
　文化財課
　☎ 22-9678　℻  22-9667

第 3回公開講座
「伊賀の宮座行事」

　排水設備工事を施工するために
は、（公財）三重県下水道公社が発行
する下水道排水設備工事責任技術者
証を持ち、市から指定工事店として
の指定を受ける必要があります。
【と　き】
　11月 25日㈭　午後１時～
【ところ】　三重県総合文化センター
　（津市一身田上津部田 1234）
【料　金】　8,000 円
【申込期間】
　８月 10日㈫～９月 10日㈮
※当日消印有効
【提出先・問い合わせ】
　（公財）三重県下水道公社総務課
　☎ 0598-53-2331
　℻  0598-53-4867

下水道排水設備工事
責任技術者試験

　６月 23日㈬から 29日㈫の一週
間は、「男女共同参画週間」です。
　性差にかかわらず、ともに支え合
い、さまざまな場面で個性や能力が
発揮できる「男女共同参画社会」の
実現に向けたパネル展を開催します。
【と　き】
　６月 23日㈬～ 29日㈫
　午前９時～午後５時
※土・日曜日は午前10 時～午後５時
【ところ】
　いがまち公民館　ホール
【問い合わせ】
　伊賀支所振興課
　☎ 45-9119　℻  45-9120

いがまち男女共同参画
パネル展
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

【と　き】　７月９日㈮
　午後７時 30分～９時
【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール
【内　容】
　人権トーク＆ライブ「伝えたいこ
の思い」
　講師：熊本県　人権バンド
　イソジンズ
【定　員】　80人
【申込方法】
　氏名・電話番号を下記まで。
【申込先・問い合わせ】
　ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160　℻  47-1162
　 raitopia@city.iga.lg.jp

【と　き】　６月 22日㈫・23日㈬
　午前９時～午後３時
【ところ】　上野総合市民病院
【内　容】
○１日目：感染予防対策、看護技術
（採血・点滴静注・血糖測定・吸引）、
医療機器の取り扱い、救急蘇生法
○２日目：病棟実習（看護業務体験）
【対象者】　看護師免許取得の人
※令和４年３月末までに取得予定の
人も参加できます。

【申込方法】　住所・氏名・年齢・電
話番号を下記まで。
※託児所があります。必要な人は、
申込時にご連絡ください。

【申込期限】　６月 18日㈮
【申込先・問い合わせ】
　上野総合市民病院　看護部
　☎ 24-1111　℻  24-1565
　 kango@iga-med.jp

ライトピア
人権フェスティバル

ナースのための
カムバックセミナー

　

●６月３日㈭・７月１日㈭
　午前９時 30分～ 11時 30分
　午後１時～４時
　本庁舎　１階ロビー
【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653
　℻   22-9666

献血のご案内

　図書館の運営に関して話し合う委
員を募集します。
【募集人数】　2人以内
【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○市内在住で満 18歳以上の人
○市議会議員・市職員でない人
【開催回数】　年２回程度
※原則、平日の昼間２時間程度
【任　期】
　８月１日㈰～令和５年７月31日㈪
【報　酬】　6,000 円 / 日
※市の規定に基づく。
【応募方法】
　応募動機（800 字以内・様式自
由）・住所・氏名（ふりがな）・生年
月日・性別・電話番号を明記の上、
下記まで。
【選考方法】　作文審査
※結果は７月中に通知します。
【応募期限】
　６月 30日㈬必着
【応募先・問い合わせ】
　上野図書館
　☎ 21-6868　℻  21-8999
　 ueno-tosho@city.iga.lg.jp　

　ラウンドアバウトは、信号機のな
い「環状交差点」で、速度抑制効果
が高く、交通事故の減少が期待でき、
電気を必要としないことから災害時
にも機能する交差点です。
　平成 31年３月から市役所の南西
側交差点において、仮設材で運用し
てきましたが、４月 28日㈬に本格
導入の工事が完成しました。

【問い合わせ】
　道路河川課
　☎ 22-9725　℻  22-9724

図書館協議会委員募集

ラウンドアバウト
完成しました

　地震や豪雨、洪水などの自然災害
により、住まいに被害を受けた人や、
亡くなった人のご遺族に災害見舞金
を支給します。
【支給額】
○住まいが全壊した場合  
　１世帯　　　100,000 円
○住まいが半壊した場合  
　１世帯　　　50,000 円
○住まいが床上浸水した場合  
　１世帯　　　20,000 円
○災害で死亡した場合　  
　１人につき　100,000 円
（被災程度の認定は、災害救助法の
取り扱いにならいます。）
※次の場合、見舞金は支給されま
せん。
○災害救助法の適用を受けたとき
○被災者生活再建支援法に規定す
る支援金を受給したとき
○伊賀市災害弔慰金または伊賀市
災害障害見舞金の支給、または
災害援護資金の貸付を受けた
とき
○故意または重大な過失により被
災したと認められるとき

【申請方法】　総合危機管理課へ伊賀
市災害見舞金支給申請書を提出して
ください。申請書を受付後、被害の
程度を判定し、支給金額を決定しま
す。詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻  22-9673

伊賀市災害見舞金制度

　広報いが５月号 29ページに掲載
した「甲種防火管理新規講習会」の
記事の電話番号に誤りがありまし
た。お詫びして訂正します。
【問い合わせ】　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻  24-9111

お詫びと訂正

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】
　７月４日㈰　午前８時 30分～
※雨天時は、会場・訓練内容を変更
します。

【ところ】
◆メイン会場
○青山・上野南分団：
　青山中学校グラウンド
◆サブ会場
○上野中分団：
　上野西小学校グラウンド
○上野西分団：
　成和西小学校グラウンド
○上野北分団：
　諏訪地区グラウンド
○上野東分団：
　府中小学校グラウンド
○伊賀分団：柘植中学校グラウンド
○島ヶ原分団：
　島ヶ原地区市民センター駐車場
○阿山分団：
　旧玉滝小学校グラウンド
○大山田分団：せせらぎ運動公園
※観覧席を準備する予定ですが、新
型コロナウイルス感染症対策によ
り変更する場合があります。

【訓練内容】　通常点検・機械器具点
検・火災想定訓練など
【問い合わせ】
　消防本部地域防災課
　☎ 24-9115　℻  24-9111

　地域防災の担い手となる女性防災
リーダーになりませんか。
【とき・内容】
○第１回：８月６日㈮
「過去の大規模災害の事例から学
ぼう」
講師：フレンテみえ職員

○第２回：10月 15日㈮
「男女共同参画の視点で防災・減
災を考える」
講師：（一社）GEN・J代表理事
田端八重子さん　

○第３回：12月３日㈮
「グループワーク」
講師：フレンテみえ職員

○第４回：令和４年２月４日㈮
「H

ハ グ

UGゲームにチャレンジ」
講師：総合危機管理課職員

※すべて午後７時～
【ところ】　ハイトピア伊賀
　4階ミーティングルーム
【対象者】
　市内在住・在勤の女性
【定　員】
　先着 15人程度
【申込方法】　住所・氏名・生年月日・
電話番号・メールアドレスを明記の
上、下記まで。
【申込期限】　８月４日㈬
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター　
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

消防団夏期訓練 女性防災リーダー
養成連続講座

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「外国人の人権」
　「子どもの人権Ⅱ」
【と　き】　６月１日㈫～ 29日㈫
【ところ】　本庁舎　３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「インターネットと人権」
【と　き】　６月１日㈫～ 29日㈫
※開館延長日　８日㈫・15日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728
◆青山公民館　人権啓発パネル展
「LGBT とは？さまざまな性につ
いて考える」

【と　き】
　６月16日 (水 )～７月6日 (火 )
【ところ】　青山公民館　１階ロビー
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211
◆いがまち人権パネル展
　「子どもの虐待問題について考える」
【と　き】　６月 8日㈫～ 24日㈭
※開館延長日　10 日㈭、17 日㈭、
24日㈭

【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展

　川東の春日神社の宮座行事調査の
報告と修理現場を公開します。
【と　き】　７月 17日㈯
　午後１時 30分～４時
※現場見学　午後３時～４時
【ところ】
　春日神社（川東 613）
【定　員】
　先着 30人
【申込方法】　電話
【申込期間】
　６月 21日㈪～７月９日㈮
　午前９時～午後５時　※平日のみ
【申込先・問い合わせ】
　文化財課
　☎ 22-9678　℻  22-9667

第 3回公開講座
「伊賀の宮座行事」

　排水設備工事を施工するために
は、（公財）三重県下水道公社が発行
する下水道排水設備工事責任技術者
証を持ち、市から指定工事店として
の指定を受ける必要があります。
【と　き】
　11月 25日㈭　午後１時～
【ところ】　三重県総合文化センター
　（津市一身田上津部田 1234）
【料　金】　8,000 円
【申込期間】
　８月 10日㈫～９月 10日㈮
※当日消印有効
【提出先・問い合わせ】
　（公財）三重県下水道公社総務課
　☎ 0598-53-2331
　℻  0598-53-4867

下水道排水設備工事
責任技術者試験

　６月 23日㈬から 29日㈫の一週
間は、「男女共同参画週間」です。
　性差にかかわらず、ともに支え合
い、さまざまな場面で個性や能力が
発揮できる「男女共同参画社会」の
実現に向けたパネル展を開催します。
【と　き】
　６月 23日㈬～ 29日㈫
　午前９時～午後５時
※土・日曜日は午前10 時～午後５時
【ところ】
　いがまち公民館　ホール
【問い合わせ】
　伊賀支所振興課
　☎ 45-9119　℻  45-9120

いがまち男女共同参画
パネル展
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　 28ページの答え　
②尼ケ岳
　標高 958m、富士山に似てい
ることから、通称「伊賀富士」
と呼ばれています。頂上からは
青山高原の風力発電群や高見山、
伊賀市、名張市の町並みなどが
一望できます。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

【義援金総額】　※４月末現在
○バングラデシュ南部避難民
　58,654 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　313,972 円
○令和２年７月豪雨災害　 
　283,755 円
○令和３年２月福島県沖地震災害　 
　1,919 円
○令和３年島根県松江市大規模災害
　15円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

【募集人数】　各１人
【応募資格】
○臨床検査技師：昭和 52年４月２
日以降生まれで、臨床検査技師免
許を持っている人
○言語聴覚士：昭和 62年４月２日
以降生まれで、言語聴覚士免許を
持っている人

【勤務条件・賃金】
　市の条例・規則による。
※前歴に応じた加算措置や諸手当が
あります。
※託児所がありますので、子どもが
いる人も安心して勤務できます。

【勤務場所】　上野総合市民病院
【採用予定日】　10月１日㈮
【応募方法】
　病院総務課にある「伊賀市職員選
考採用試験受験申込書」を下記まで
持参または郵送。
　申込書は市ホームページからもダ
ウンロードできます。
【選考方法】　作文・面接
　試験日：７月２日㈮
【応募期限】　６月 18日㈮
　午後５時 15分必着
※郵送の場合、簡易書留で送付して
ください。

【応募先・問い合わせ】
　上野総合市民病院病院総務課
　☎ 41-0065　℻  24-1565

臨床検査技師・
言語聴覚士募集

　令和３年７月１日から一戸建ての
住宅などを建築する場合、柱、梁な
どの構造部分に施工不良がないかを
確認するため、中間検査が必要です。
建築主は、柱や梁の工事が完了した
時、中間検査を受けてください。こ
の検査に合格しないと工事を行うこ
とができません。
　詳しくはお問い合わせください。
【対　象】　一戸建ての住宅、長屋、
下宿、共同住宅、寄宿舎で床面積の
合計が 50平方メートルを超えるも
のまたは住宅部分が２階以上の階に
あるもの
【問い合わせ】　建築課
　☎ 22-9732　℻  22-9736
　 kenchiku@city.iga.lg.jp

中間検査のお知らせ

　ゆめテクノ伊賀には、伊賀地域の
産業振興に役立つ新たな事業の創出
をめざす人を支援するための施設を
設けています。入居者は、インキュ
ベーション室を所在地として法人登
記ができるほか、各種専門家の助言
などのサービスを受けることができ
ます。
【ところ】
　産学官連携地域産業創造センター
　「ゆめテクノ伊賀」
　２階インキュベーション室
　（ゆめが丘 1-3-3）
【対象者】　新たに創業する人または
創業後３年以内の人
【料　金】
　月額 13,620 円～ 38,770 円
（部屋の大きさにより金額が異なり
ます。）
※入居開始時に３カ月分の料金預
託。また、電話、インターネット
の回線利用料は入居者負担。

【申込方法】　施設概要や申込資料、
入居審査などについて説明しますの
で、お問い合わせください。
【申込先・問い合わせ】
　ゆめテクノ伊賀
　☎ 41-1061　℻  41-1062

インキュベーション室
入居者募集

　市では、男女が共にその個性と能
力を十分に発揮することができる男
女共同参画社会を実現するために、
男女共同参画ネットワーク会議（愛
称：いきいきネット）を設置してい
ます。会議では、会員独自の活動を
尊重し、情報交換を通じてネット
ワークを強化しています。今回、新
たに団体・サークル・個人会員を募
集します。
【対象者】
　男女共同参画推進に賛同していた
だける市内で活動中の団体・サーク
ル・個人
※営利を目的としないこと
【活動内容】
　男女共同参画フォーラム「いきい
き未来いが」の開催やネットワーク
会議の会員相互の交流・研修など
【申込方法】
　市ホームページまたは男女共同参
画センターにある申込書に必要事項
を記入の上、下記まで。
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

男女共同参画ネットワーク
会議会員募集

　　お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　全国規模の人権啓発・人権教育研
修会、講演会に参加して、さまざま
な人権問題について学ぶ機会を提供
するため、参加費用を助成します。
※原則、市の旅費の支給基準に基づ
き助成します。

【とき・ところ・申込期間】
○部落解放第 65 回全国青年集会、
部落解放第 53回全国高校生集会
合同集会
　８月 28日㈯～ 29日㈰
　徳島県徳島市
　（徳島県教育会館ほか）
申込期間：
６月 28日㈪～７月 28日㈬
○部落解放研究第 55回全国集会
　11月９日㈫～ 10日㈬
　福岡県北九州市
　（西日本総合展示場新館ほか）
申込期間：
９月９日㈭～ 10月８日㈮
○第 72回全国人権・同和教育研究
大会　
　11月 13日㈯～ 14 日㈰
　新潟県上越市（上越文化会館ほか）
申込期間：
９月 13日㈪～ 10月 13日㈬
○第 36回人権啓発研究集会
　令和４年２月３日㈭～２月４日㈮
　和歌山県和歌山市
　（和歌山県民文化会館ほか）
申込期間：12月３日㈮～28日㈫

【対象者】　市内在住で、後日レポー
トを提出いただける人
【定　員】　若干名
※予算の都合上、告知なしで締め
切る場合があります。

【申込方法】
　電話で申込状況を確認の上、人権
政策課にある参加申込書に必要事項
を記入し、持参または郵送。
※いずれも申込期限必着。
【申込先・問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

　国では、良好な景観形成に関する
国民の意識啓発のために 6月 1日
を「景観の日」と定めています。市
では、伊賀市景観計画を策定し運用
しています。
　計画に基づき、一定規模以上の
建築行為を行う場合は、色彩や形態
などに制限があり、届出が必要とな
ります。なかでも、伊賀上野城下町
地域の一部は重点区域に指定して
おり、より厳しい制限があります。
重点区域で建築行為を行う場合は、
事前に都市計画課までご相談くだ
さい。
【問い合わせ】
　都市計画課
　☎ 41-0290　℻  22-9734

伊賀市多文化共生指針
　市では、多様な価値観や文化背景
を持つ市民が互いに認め合い、誰も
が住みよい社会の実現のため「伊賀
市多文化共生指針」を策定します。
策定にあたり、市民の皆さんのご意
見を募集します。
【閲覧場所】
○市民生活課　
○多文化共生センター
　（ハイトピア伊賀　４階）
○各支所振興課
○各地区市民センター
○市ホームページ
【提出方法】
　住所・氏名・電話番号・件名・該
当箇所とそれに対するご意見を明記
の上、下記まで。
※提出いただいたご意見は、指針策
定の参考資料とし、市ホームペー
ジなどで公表します。
※個別の回答は行わず、いただいた
ご意見は返却しません。
※持参の場合、各支所振興課でも受
付けます。

【受付期限】
　６月 25日㈮　午後５時必着
【提出先・問い合わせ】
　市民生活課
　☎ 22-9702　℻  22-9641
　 shimin@city.iga.lg.jp

人権啓発研修会などの
参加費用助成

６月１日は「景観の日」

パブリックコメント
（ご意見）募集

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

　講師として自分の趣味や教養を
生かした講座を自主運営してみませ
んか。
【開講時期】
　11月中旬～令和４年３月中旬
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階
【対象者】　ものづくり・趣味・教養
など小人数向け講座の自主運営に興
味がある 20歳以上の人　
※市内在住者を優先選考します。
【料　金】　受講者の料金は１人
500 円以内。その他の実施経費は
自己負担でまかなうこと。
【申込方法】
　市ホームページから申し込むか、
生涯学習センター、各公民館にある
申請書に必要事項を記入の上、下記
まで。提出後、申請内容を審査し、
面談日程を案内します。
【申込期間】　６月４日㈮～７月９日㈮
　午前９時～午後５時
※土・日曜日を除く。
【申込先・問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

初めての講師にチャレンジ
しませんか

　市内の森林の適正管理を推進し、
森林が持つ多面的機能を持続的に発
揮させるため、間伐を行う森林所有
者などに、間伐本数に応じて補助金
を交付します。
【補助金額】（１本当たり）
○林齢がおおむね 26 年生 ～35 年生
　搬出間伐：241円
　切捨て間伐：131円
○林齢が 36 年生 ～おおむね 60 年生
　搬出間伐：426円
　切捨て間伐：188円
※交付条件など、詳しくはお問い合
わせください。

【申請方法】
　農林振興課・各支所振興課（上野
支所を除く。）・伊賀森林組合にある
申請書に必要事項を記入の上、郵送
または持参。
【申請期限】　６月 30日㈬
【申請先・問い合わせ】
　農林振興課　
　☎ 22-9712　℻  22-9715

間伐で森林を守ろう
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　 28ページの答え　
②尼ケ岳
　標高 958m、富士山に似てい
ることから、通称「伊賀富士」
と呼ばれています。頂上からは
青山高原の風力発電群や高見山、
伊賀市、名張市の町並みなどが
一望できます。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

【義援金総額】　※４月末現在
○バングラデシュ南部避難民
　58,654 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　313,972 円
○令和２年７月豪雨災害　 
　283,755 円
○令和３年２月福島県沖地震災害　 
　1,919 円
○令和３年島根県松江市大規模災害
　15円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

【募集人数】　各１人
【応募資格】
○臨床検査技師：昭和 52年４月２
日以降生まれで、臨床検査技師免
許を持っている人
○言語聴覚士：昭和 62年４月２日
以降生まれで、言語聴覚士免許を
持っている人

【勤務条件・賃金】
　市の条例・規則による。
※前歴に応じた加算措置や諸手当が
あります。
※託児所がありますので、子どもが
いる人も安心して勤務できます。

【勤務場所】　上野総合市民病院
【採用予定日】　10月１日㈮
【応募方法】
　病院総務課にある「伊賀市職員選
考採用試験受験申込書」を下記まで
持参または郵送。
　申込書は市ホームページからもダ
ウンロードできます。
【選考方法】　作文・面接
　試験日：７月２日㈮
【応募期限】　６月 18日㈮
　午後５時 15分必着
※郵送の場合、簡易書留で送付して
ください。

【応募先・問い合わせ】
　上野総合市民病院病院総務課
　☎ 41-0065　℻  24-1565

臨床検査技師・
言語聴覚士募集

　令和３年７月１日から一戸建ての
住宅などを建築する場合、柱、梁な
どの構造部分に施工不良がないかを
確認するため、中間検査が必要です。
建築主は、柱や梁の工事が完了した
時、中間検査を受けてください。こ
の検査に合格しないと工事を行うこ
とができません。
　詳しくはお問い合わせください。
【対　象】　一戸建ての住宅、長屋、
下宿、共同住宅、寄宿舎で床面積の
合計が 50平方メートルを超えるも
のまたは住宅部分が２階以上の階に
あるもの
【問い合わせ】　建築課
　☎ 22-9732　℻  22-9736
　 kenchiku@city.iga.lg.jp

中間検査のお知らせ

　ゆめテクノ伊賀には、伊賀地域の
産業振興に役立つ新たな事業の創出
をめざす人を支援するための施設を
設けています。入居者は、インキュ
ベーション室を所在地として法人登
記ができるほか、各種専門家の助言
などのサービスを受けることができ
ます。
【ところ】
　産学官連携地域産業創造センター
　「ゆめテクノ伊賀」
　２階インキュベーション室
　（ゆめが丘 1-3-3）
【対象者】　新たに創業する人または
創業後３年以内の人
【料　金】
　月額 13,620 円～ 38,770 円
（部屋の大きさにより金額が異なり
ます。）
※入居開始時に３カ月分の料金預
託。また、電話、インターネット
の回線利用料は入居者負担。

【申込方法】　施設概要や申込資料、
入居審査などについて説明しますの
で、お問い合わせください。
【申込先・問い合わせ】
　ゆめテクノ伊賀
　☎ 41-1061　℻  41-1062

インキュベーション室
入居者募集

　市では、男女が共にその個性と能
力を十分に発揮することができる男
女共同参画社会を実現するために、
男女共同参画ネットワーク会議（愛
称：いきいきネット）を設置してい
ます。会議では、会員独自の活動を
尊重し、情報交換を通じてネット
ワークを強化しています。今回、新
たに団体・サークル・個人会員を募
集します。
【対象者】
　男女共同参画推進に賛同していた
だける市内で活動中の団体・サーク
ル・個人
※営利を目的としないこと
【活動内容】
　男女共同参画フォーラム「いきい
き未来いが」の開催やネットワーク
会議の会員相互の交流・研修など
【申込方法】
　市ホームページまたは男女共同参
画センターにある申込書に必要事項
を記入の上、下記まで。
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

男女共同参画ネットワーク
会議会員募集

　　お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　全国規模の人権啓発・人権教育研
修会、講演会に参加して、さまざま
な人権問題について学ぶ機会を提供
するため、参加費用を助成します。
※原則、市の旅費の支給基準に基づ
き助成します。

【とき・ところ・申込期間】
○部落解放第 65 回全国青年集会、
部落解放第 53回全国高校生集会
合同集会

　８月 28日㈯～ 29日㈰
　徳島県徳島市
　（徳島県教育会館ほか）
申込期間：
６月 28日㈪～７月 28日㈬

○部落解放研究第 55回全国集会
　11月９日㈫～ 10日㈬
　福岡県北九州市
　（西日本総合展示場新館ほか）
申込期間：
９月９日㈭～ 10月８日㈮

○第 72回全国人権・同和教育研究
大会　

　11月 13日㈯～ 14 日㈰
　新潟県上越市（上越文化会館ほか）
申込期間：
９月 13日㈪～ 10月 13日㈬

○第 36回人権啓発研究集会
　令和４年２月３日㈭～２月４日㈮
　和歌山県和歌山市
　（和歌山県民文化会館ほか）
申込期間：12月３日㈮～28日㈫

【対象者】　市内在住で、後日レポー
トを提出いただける人
【定　員】　若干名
※予算の都合上、告知なしで締め
切る場合があります。

【申込方法】
　電話で申込状況を確認の上、人権
政策課にある参加申込書に必要事項
を記入し、持参または郵送。
※いずれも申込期限必着。
【申込先・問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

　国では、良好な景観形成に関する
国民の意識啓発のために 6月 1日
を「景観の日」と定めています。市
では、伊賀市景観計画を策定し運用
しています。
　計画に基づき、一定規模以上の
建築行為を行う場合は、色彩や形態
などに制限があり、届出が必要とな
ります。なかでも、伊賀上野城下町
地域の一部は重点区域に指定して
おり、より厳しい制限があります。
重点区域で建築行為を行う場合は、
事前に都市計画課までご相談くだ
さい。
【問い合わせ】
　都市計画課
　☎ 41-0290　℻  22-9734

伊賀市多文化共生指針
　市では、多様な価値観や文化背景
を持つ市民が互いに認め合い、誰も
が住みよい社会の実現のため「伊賀
市多文化共生指針」を策定します。
策定にあたり、市民の皆さんのご意
見を募集します。
【閲覧場所】
○市民生活課　
○多文化共生センター
　（ハイトピア伊賀　４階）
○各支所振興課
○各地区市民センター
○市ホームページ
【提出方法】
　住所・氏名・電話番号・件名・該
当箇所とそれに対するご意見を明記
の上、下記まで。
※提出いただいたご意見は、指針策
定の参考資料とし、市ホームペー
ジなどで公表します。

※個別の回答は行わず、いただいた
ご意見は返却しません。

※持参の場合、各支所振興課でも受
付けます。

【受付期限】
　６月 25日㈮　午後５時必着
【提出先・問い合わせ】
　市民生活課
　☎ 22-9702　℻  22-9641
　 shimin@city.iga.lg.jp

人権啓発研修会などの
参加費用助成

６月１日は「景観の日」

パブリックコメント
（ご意見）募集

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

　講師として自分の趣味や教養を
生かした講座を自主運営してみませ
んか。
【開講時期】
　11月中旬～令和４年３月中旬
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階
【対象者】　ものづくり・趣味・教養
など小人数向け講座の自主運営に興
味がある 20歳以上の人　
※市内在住者を優先選考します。
【料　金】　受講者の料金は１人
500 円以内。その他の実施経費は
自己負担でまかなうこと。
【申込方法】
　市ホームページから申し込むか、
生涯学習センター、各公民館にある
申請書に必要事項を記入の上、下記
まで。提出後、申請内容を審査し、
面談日程を案内します。
【申込期間】　６月４日㈮～７月９日㈮
　午前９時～午後５時
※土・日曜日を除く。
【申込先・問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

初めての講師にチャレンジ
しませんか

　市内の森林の適正管理を推進し、
森林が持つ多面的機能を持続的に発
揮させるため、間伐を行う森林所有
者などに、間伐本数に応じて補助金
を交付します。
【補助金額】（１本当たり）
○林齢がおおむね 26 年生 ～35 年生
　搬出間伐：241円
　切捨て間伐：131円
○林齢が 36 年生 ～おおむね 60 年生
　搬出間伐：426円
　切捨て間伐：188円
※交付条件など、詳しくはお問い合
わせください。

【申請方法】
　農林振興課・各支所振興課（上野
支所を除く。）・伊賀森林組合にある
申請書に必要事項を記入の上、郵送
または持参。
【申請期限】　６月 30日㈬
【申請先・問い合わせ】
　農林振興課　
　☎ 22-9712　℻  22-9715

間伐で森林を守ろう
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　上野総合市民病院に関するさまざまな数字を通し
て、診療の状況をお伝えします。

　現在の医療制度は、限られた医療資源のなかで地
域医療を守るため、初期の治療は地域のかかりつけ
医などで行い、より詳しい検査や手術、入院を必要
とする場合は一定の要件を備えた病院で行う、とい
う医療機関の機能分担と連携が推進されています。
　かかりつけの診療所などを利用した際、より詳し
い診察を受けたほうがいいと判断された患者に紹介
される医療機関として、県が承認する地域医療支援
病院があります。
　地域医療支援病院は、より詳しい検査や高度・専
門医療を行い、患者の病状が安定したらもとの診療

所などに紹介状や検査データをもって逆紹介する役
割を担っています。市では、岡波総合病院と当院が
地域医療支援病院として承認されています。
　当院では、令和元年度の１年間に、専門医による
診察・検査が必要、高度医療機器による検査が必要、
手術や内視鏡治療など入院が必要といった理由で、
診療所や病院から 5,692 人の患者を紹介いただき
ました。
　今後も地域医療支援病院として、地域のかかりつ
け医を担っている診療所や病院との連携を深め、患
者が円滑に治療を受けられるようサポートしていき
ます。

5,692 人

　令和元年度に診療所などから当院に紹介いた
だいた患者の人数です。

上野総合市民病院の数字

　若者会議では、18 歳以上の学生、会社員、個人
事業主、主婦などさまざまな立場のメンバーが参加
し、一緒に伊賀市の未来について考えています。今
回は、今年から新たに参加するメンバーの若者会議
活動への思いをお伝えします。

○昨年度若者会議に関わる機会があり、コロナ禍で
活動が制限される中、「こんな時だからこそ頑張り
たい」「こんな時にこそやれることがある」という、
メンバーの伊賀市に対する熱い思いにとても刺激

を受けました。 今年度は
メンバーとして、伊賀市
の魅力を伝える活動はも
ちろん、自身や他のメン
バーの成長につながるよ
うな活動ができたらいい
なと考えています。

○大学で地域社会につ
いて学んでいます。
昨年度、若者会議の
活動に関わる中で、
多くの人の話を聞い
たり、さまざまなことを体験したことは新しい学
びとなりました。また、プロジェクションマッピ
ングの作成など、大学で身につけた能力を実際に
使うことができ、とても良い経験をさせていただ
きました。今年度はより深く関わっていくことで、
伊賀市について学び、より良いまちづくりのため
の考え方を身につけたいと思います。そして地域
に貢献できる人になりたいと考えています。

　このような若者たちの思いが実現できるよう、地
域のみなさんとの繋がりを大切にしながら、活動を
行いたいと思います。今年度も応援よろしくお願い
します。
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

だ よ り

７月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（年度内１回のみ）

８日㈭
13:00 ～ 16:30

本庁舎　２階相談室３
市民生活課

7/1　8：30～受付
※先着６人

22-9638

27 日㈫ 大山田福祉センター
相談室

大山田支所住民福祉課
7/20　8：30～受付

※先着６人
47-1152

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 14 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（6/28 ～ 7/9）
※先着４人

22-9632

法テラス法律相談（弁護士）
※予約制 21 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

法テラス三重
※受付期限（7/16）
※先着６人

050-3383-
5470

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

14日㈬ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３ 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 28 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期間（6/24 ～ 7/26）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 ９日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期限（7/7）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談※予約制
７日㈬

10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-
911216 日㈮

緑（園芸）の相談 12日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　１階玄関ロビー 都市計画課 41-0290

外国人のための
行政書士相談
※予約制

１日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

市民生活課
※受付期限（6/28）
※先着４人

22-9702

健康相談 30日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

相談内容 問い合わせ 電　話
消費生活相談 市民生活課 22-9626

空き家に関する相談 空き家対策室 22-9676

高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

女性相談　※予約優先

こども未来課 22-9609家庭児童相談　※予約優先
母子・父子自立相談

※予約優先
こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

ふれあい相談（教育相談） 教育研究センター 21-8839
青少年相談 青少年センター 24-3251

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669
生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

人権相談 人権政策課 22-9683

高齢者の就業相談
１日㈭

13:30 ～ 15:00
久米町市民館

シルバー人材センター 24-580015 日㈭
※予約制 伊賀市シルバーワークプラザ

人権相談
（人権擁護委員） 15日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

こころの健康相談
※予約制 28 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所

※未治療・未受診の人のみ 24-8076
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生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650
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１日㈭
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久米町市民館

シルバー人材センター 24-580015 日㈭
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（人権擁護委員） 15日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

こころの健康相談
※予約制 28 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所

※未治療・未受診の人のみ 24-8076
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子どもたちの学びを広げる
　　　　　　「GIGAスクール構想」

特集

広報広報

今月の表紙は市内の中学校でタブレット型パソコンを使った授業の様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

今月の納税
●納期限　６月30日 （水）

納期限内に納めましょう
市県民税（１期） 2021 年（令和３年）６月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,208 人　○世帯数　40,698 世帯
○男　43,802 人　　○女　45,406 人

伊賀市の人口・世帯数
令和３年４月 30日現在

広報いがをスマホでチェック

６月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

　旧阿山町商工会では、平成 11年２
月から「青空あやま市」を４年８ヶ月
にわたって開催し、地域の物産を販売
しました。その後、阿山物産振興協同
組合を設立し、「道の駅あやま」の指
定管理を受け、平成15年12月にオー
プンしました。 「道の駅あやま」には、
情報コーナー・軽食コーナー・農産品

販売コーナー・特産品コーナーなどが
あり、特産品加工室も備えています。
　また、直売コーナーでは、伊賀の特
産品農産品、弁当などの販売を行って
います。

◉伊賀市応急診療所（一次救急）
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※点滴・レントゲン検査・血液検査はできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
健康相談ダイヤル24

☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
　岡波

３
　名張

４
　上野

５
　名張

６
岡／名

７
　岡波

８
　上野

９
　岡波

10
　名張

11
　上野

12
　上野

13
　岡波

14
　岡波

15　
　名張

16
　岡波

17
　名張

18
　上野

19
　名張

20
岡／名

21
　岡波

22
　上野

23
　岡波

24
　名張

25
　上野

26
　上野

27
　岡波

28
　岡波

29
　上野

30
　岡波

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。

I G AMONO
セレクション No.14

阿山物産振興協同組合
道の駅あやま

代表理事　宮本　光雄さん

　「大判焼 ひしみちゃん」は、伊賀産「菱の実」の粉末と伊賀産鶏
卵を生地に入れ、ひしみちゃんの焼き印を押した、「道の駅あやま」
の名物商品です。通年販売の小倉あん、クリームあんの他に季節感
を出すために四季折々に応じた工夫をしています。 大判焼 ひしみちゃん

【問い合わせ】　商工労働課　☎22-9669　℻  22-9695

＊小児科以外の診療科
です。


